
第
六
回
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r 
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a 

s
t

同
時
代
セ
ミ
ナ
ー」（

ニ
O
O
六
年
七
月
十
五
日）

日
本
の
英
語
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

ー
私
の
教
育
実
践
よ
り
｜

中
嶋
嶺
雄

国
際
教
養
大
学
理
事
長・
学
長

国
際
社
会
学
者

- 1・

【
司
会
者
〕
（
北
村
丈
夫

元
読
売
新
聞
ロ

ン
ド
ン
総
局
長）

お
暑
い
中、

多
数
の
方
々
に
集
ま
り
い
た
だ
き、

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す。

ご
案
内
の
よ
う
に
今
日
の
テ
l
マ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
英
語
教
育」

て
す。

そ
の
た
め
に、

望
み
得
る
最
高

の
ゲ
ス
ト
・

ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
迎
え
で
き、

と
て
も
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す。

中
嶋
嶺
雄
先
生
は
ご
存
知
の
よ
う
に
国

際
政
治
学、

中
国
研
究
の
高
名
な
学
者
で
す
が、

同
時
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
育
成
の
た
め
に
多

大
の
ご
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す。

時
聞
が
大
変
に
貴
重
で
す
の
で、

先
生
の
輝
か
し
い
ご
経
歴
と
充
実
し
た
学
問
的
ご
業
績
は、

皆
様
に
お
送
り
し
た

案
内
状
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て、

早
速
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す。

〔
中
嶋
嶺
雄
氏
〕
（
講
師）

堀
誠
二

さ
ん
と
い

う
広
島
大

学
の

先
生
が
い

ら
っ

ご
丁
寧
な
紹
介
あ
り
が

し
や

り 、
い
ろ
ん
な
意
味
て
ご
一

緒
さ
せ
て
い
た
だ

と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

い
た
り 、

ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た。

本

来
は
、

中
国
問
題
か

A7
堀
さ
ん
は

、
広
島
で
原
爆
体
験
を
お
持
ち
だ
と

国
際

関
係
の

お
話
を
す
べ

い
う
こ
と
か
ら 、

か
つ
て
は
原
水
禁
運
動
に
か
な
り

き
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん

関
わ
っ

て
い
ら
っ

し
ゃ
っ

た
ん
で
す
け
ど
も
、

や
が

け
れ
ど
も 、

小
谷
さ
ん
か
ら
の
ご
要
望
に
よ
り 、

英

て
原
水
禁
運
動
が
持
っ

て
い

る
あ
る
種
の
欺
繭
と

語
教

育
の
方
に

焦
点
を
絞
り
な
が

ら
お
話
を
さ
せ

い
う
か

、

偽
善
性
に
気
づ
か
れ
ま
し
て 、

む
し
ろ
そ

- 2・

て
い
た
だ
き
ま
す 。

新
し
く
出
来
ま
し
た
国
際
教
養

こ
か
ら
も
少
し

距
離
を
置
か
れ
た
と
思
い
ま
す

。

大
学
理
事
長
兼
学
長
で
す
の
で

、

こ
の
大
学
に
つ
い

し
か
し
今
堀
先
生
の

学
生
で
あ
ら
れ
た
小
谷
さ

て
も 、

ご
紹
介
し
つ
つ
お
話
い
た
し
ま
す 。

ん
の
お
話
を
伺
っ
て
い

る
と
、

今
堀
先
生
の
広
島
の

ま
ず
私
と
小
谷
さ
ん
と
の
ご
縁
で
す
が

、

私
は

原

爆
体
験
は
今
日
ま
で
い
ろ
ん
な
意
味
を
持
っ

て

番
の
ご

厚
誼
を
小
谷
さ
ん
か

ら
得
て
い
る

人
で

い

ら
っ

し
ゃ

る
。

今
堀
先
生
は
お
亡
く
な
り
な
っ

て

ご
ざ
い
ま
す

。

し
ま
っ

た
ん
で
す
が

、
広
島
大
学
ご
出
身
の
小
谷
さ

私
の
大

変
に
兄
事
し
た
碩
学
に
中
国
学
者
の

今

ん
と
私
は
今
堀
ス
ク
ー

ル
と
い
う
ふ

う
に
すロ
っ

て

(日本の英語教育はどうあるべきか-私の教育実践より-(『ESPOIR』2006年爽秋号-2006.10.19



もいい
かと
思い
ま
す 。
そんな
わ
けで
本日
こ
ち

らに伺っ
た
次
第でご
ざい
ま
す 。

英語
教
育と
今の
大
学経営 、
あ
るい
は
グロ
｜

パ
リゼ
lショ
ン
なと 、
こ
れ
ら全て
は
別々
では

あ
りえない
もの
で
す 。
お配
りした

資料の
中か

ら 、
皆
さんと一
緒に
若
干勉強
させ
てい
た
だ
き

な
が
ら 、
今日の
テ
ーマ

に
迫っ
て
みたい
と
思い

ま
す 。私

自
身
も
実
は
学
長
自
ら2
つ
の
授
業
を
持つ

て
お
りま
す 。
1

つ
は
宮口・0円吉25ロ門0
0一oσ邑

ω2M
mzom

 とい
うコマ
を
春
学
期に 、
秋
学
期に
は

日ロ円円O
円吉25ロ門O
肘gH
〉2g∞宮品目。m（東アジ
ア研

究概
論）を持
ち 、
学生
全
員は
私の
授
業を必
ず

取
らな
けれ
ばい
けない
んで
す 。

国
際教
養大
学は 、
定
員が130
名とい
う
少

学生
た
ち
は
初
め
か
ら小
部
屋に
固い
込
ま
れ

て
しまい 、
塾
や
予備校の
偏
差値でいっ
ぺ
ん
そ

こ
に入っ
た
ら 、
それが
自
分に
過してい
るか否

か
も見極め
るこ
とが出
来ずに 、
その
まま
卒業

させ
られて
しま
う 。
初め
か
ら 、
工
学部社
会エ

学エ
ン
ジニ
ア
リン
グ
学科と
かい
う 、
そうい
う

狭い
と
こ
ろ
に入っ
て
し
ま
うの
が
日
本の
今の

高等教
育な
んで
す 。

そこ
に大
きな
問題が
あ
りま

す 。
大
学は出
来

る
だ
け
自
己
発
見の
プロ
セ
ス
で
あ
り

得るべ
き

で
す 。
特に1 、
2
年生の
こ
ろは 、
そ
うい
うし

っ
か
りと
した

基
盤
教
育をや
ろ
うと
い
うこ
と

で 、
私ど
もは
本格的な
教
養教
育をやっ
てい
ま

す 。一
昨日
は 、
夜
遅くまで
私は大
学にい
ま
した。

, 

数
精
鋭のマ
イノ
リ
ティ
ー－エ
リlテイ
ズム
を

とっ
てい
ま
す 。
私の
授業以
外は 、
少数
精
鋭で

各
クラス
は
数
名
か
ら
多くて
げ
数
名
で
す 。
授

業を
聞くまでに
は 、
英語の
EA
P（肘ロ住
区二O『

〉g円】OBB
HJ】門司O∞om）とい
う英語の
集中
過程を

終わ
らない
と
だめ
な
んで
すね。
終わ
りま
して、

例の
ア
メ
リ
カ
留
学の
際の
T
O
EF
Lの
ス
コ

アで
53
0
点をク
リア
しま

すと 、
次の
基
盤教

. 3・

育に
進め
ま
す 。

基
盤教
育と
言うの
は
教
養教
育で
すが 、
日
本

の
大
学か
らは 、
教
養教
育が
制度的に
消えて
し

まっ
てい
ま
す 。
教
養学部は 、
東大
駒
場に
は
形

と
して
は
残っ
てい
ま
す
けと 、
い
わ
ゆる
教
養教

育は
刊
年
代初
頭の
大
学設置
基
準の
大
綱化以

来消えて
しまっ
た
んで
すね。

世
界的なバ
イ
オ
リニ
ス
トの

渡
辺
玲
子
さんの

授業が
あっ
た
か
らで
す 。
私はス
ズ
キ・
メ
ソ
l

ドの
第1
期生
で
す
けれど
も 、
同
じくス
ズ
キ

メソ
l
ド出

身の、
有名な
豊田
耕
先さんが
聴
講

に
来て
くれてい
ました。
夕
暮
れ
迫っ
た
秋田
杉

をパ
ッ

クに
した

教室で 、ベ
ート
ーベ

ンの
カル

テッ
トを 、

渡
辺
玲
子さん自
らが 、
少人
数に
弾

きなが
ら教えてい
ま
した。
そ
うい
う教

育をや
・ 4 ・

っ
て
お
りま

す 。

こ
こ
で
英語
教
育につ
い
て
お話
しま

す 。
私は

中教
審の
外
国語
専
門部会主
査と
して、

い
ま
小

学校
英語を
推進する立
場に
あ
りま
す 。
この
構

想は
ω
%
位し
か詰め
て
あ
りませ
ん
し 、
ま
だ

中教
審
も
中
間報告の
段階で
す 。

こ
れか
らパ
ブ
リッ
クコ
メン
トを経て、

具
体



的
に 、ど
うい
う
措
置が
で
き
る
か
とい
う
こ
と
を

決め
て、
その
よで 、
い
よい
よ導入
する
段
階に

入
りま
す 。
しか
し

新
聞記事等のコ
ピ
ーをお

配

りしてい
る
よ
うに 、
マ
スコ
ミではみ
んな
小
学

校
か
ら英語必
修化っ
て
言っ
てい
る
んで
す 。
こ

れは、
マ
スコ
ミの
先走
りで
もあ
りま

す 。

話が
それま
した
が 、
教
養教
育がいかに
消え

て
し
まっ
たか
とい
う話
に
戻
りま
す 。
この
問 、

私の
友
人
で
科
学
史の
村上
陽一
郎
さ
ん
と
お
話

を
した
んで
すが 、
特に
東大の
医
学
部が
ひ
どい

と
言う
んで
すね。
彼
は
東大
駒
場教
養
学
部に
お

りま
した
し 、
A7
ー
c
u
（
国
際
基
督
教
大
学
）

お
りま
す 。

昔の
東大は
駒
場の
教
養
学
部に
理

理ニ
が

あっ
て、
よほ
ど
勉強
しない
と
医
学
部に
進め
な

教
育に
伝統の
あ
る
｜CUの

み
な
ら
ずよ
智 、
そ

れ
か
ら大
分に
出
来た
立
命館
ア
ジ
ア
太
平
洋大

学 、
そ
れか
ら早
稲田
の
国
際教
養
学
部 、
来
年は

多
摩大
学その
他
が 、
国
際教
養とい
う概
念を
導

入
する
よ
うにな
りま
して、
も
う1回

教
養教
育

が
復
権する
方向
が出て
きて
お
りま
すの
で 、
私

は
大
変喜んでい
ま
す 。

もちろん旧
制
高校
的な
ピσR包
〉見回
も
非
常

に
重
要で
すが 、
やは
りグロ
ーバ

ル
化
時代に
ど

うい
うFER旦
〉号
が必
要かが
迫
られてい
ま

す 。で
は、
グロ
ーバ

ル
化とは一
体何かとい
うこ

と
で 、
簡
単に
私の
考え
を
申し上
げさせ
てい
た

だ
き
ま
す 。
ま
ずボ
｜夕
｜レス 、

国
境が
低
くな

りま
した。
こ
れは
も
う
不
可
避的に
そ
うな
らざ

' 

かっ
た。
と
こ
ろが
今は、
理一
と
理ニ 、
理三
が

あ
るか
ら 、
受験の
時に
理三に
合
格して
しま
う

と
も
う全然
勉強
しない
んだ
そ
うで
す 。
そ
して

教
養教
育と
しての

倫理
学も 、
あ
るい
は生
物学

も
や
らない
で
その
ま
ま
医
学
部に
行っ
て
し
ま

7 。
そして
医
学
部に
行っ
て
臨
床をやる
段に
な

る
と 、
患者は
汚い
と
言
う
んで
すね。
それが
今

の
東大
医
学
部の
現
実だ
そ
うで
す 。

vhu
 

つ
ま
り 、

偏
差値教
育がい
かに
若
者を歪め
て

しまっ
たか
とい
うこ
と
で
す 。
やっ
ぱ
り専
門は

本
当
は
大
学
院で
や
るべ
きで
あっ
て、
大
学は

ロロ己2
mg己CRO（学士
課
程）
教
養
教
育、
円EmwH色

〉ユ∞
をき
ちんと
学ぶべ
きな
んで
す 。

そ
うい
うふ
うに
思い
ま
して、

私は、
国
際教

養大
学を作
りま
した。
そ
うした
ら最近は
教
養

る
を
得ない 。
つ
ま
り我々
が
食べ
てい
る
食材
も

的
%
か
ら

刊
%
は
外
国
か
ら
来る
わ
けで
すよ

ね。
それか
ら人の
移動
もこ
れか
らは
激
し
くな

りま
す 。
で 、
も
う
つ
の
特徴
はlTの
発
達に

Lょっ
ィ‘、 、
ま
さに
2
HER885（同
時的）に
世
界

が
結
び
着い
てい
る
んです
ね。
どの
世の
中で
も

一
挙に
情報
が入
りま

す 。
で
すか
らこの
ボ
lダ

レ
ス（σ。Eoユgm）
と
サ
イ
マ
ル
テ
l

ア
ス

. 6・

（包ヨロロgooロ∞）とい
う2
つ
の
特徴が 、
好き
嫌い

の
問題ではな
くて、
こ
れか
らの
グロ
ーバ

ル
化

の
時代に
は
避
けられない
んで
すね。

そ
こ
でコ
ミュ
ニ
ケ
ーショ

ンの
ツ
ール
と
し

ての
英語
が
今
まで以
上
に
必
要に
な
る
わ
けで

す 。
じゃ
あ
英語
さえ出
来ればグロ
ーバ

ル
化
に

対応
で
きる
かと
言え
ば
遣
うんですね。
それで



は
世
界が
無
機質
になっ
て、
日
本っ
て一
体何な

の
かとい
うこ
と
に
な
る
わ
けで
す 。

そこ
で
重
要なの
が
ア
イ
デン
ティ
ティ
な
ん

で
すね。
とこ
ろが日
本人は 、、ど
う
もア
イ
デン

ティ
ティ
の
危
機
感が
希
薄で
は
ない
か
と
思い

ま
す 。
グロ
lパ
リゼ
l

ショ
ン
は 、
国
家
間の

oagR呂oロ（組織化）で
はな
くて、
ま
ず日
本人

と
しての
ア
イ
デン
ティ
ティ
が
問わ
れま
す 。

日
本
人
と
しての
ア
イ
デン
ティ
ティ
を
持つ

た
め
に 、
国
際教
養大
学で
は
新渡
戸稲造の
武

士
道を
全
学必
読
文献と
してい
ま
す 。
ただ 、
こ

れは
英語で
書か
れた
わ
けで
すか
ら 、
英語で
読

む
よ
うに
して
ま
す 。

そ
して

大
学
在
学
中の
留
学
期
間
に
学
長
指
定

の
本を必
ず読むこ
と
に
なっ
てい
る
んで
す 。
大

国
際教
養大
学で
は 、
留
学を
義務
付けてい
ま

すの
で、
それにつ
い
て
ご
説明
して
お
き
ま
す 。

留
学に
際して
は 、
TO
EFし
が55
0
点以
上

ない
と
留
学させ
ない
こ
と
に
してい
ま
す 。
1

学

年
分の
単
位
を向
こ
うで

取っ
て
く
る
わ
けで
す

か
ら 、
550以
上の
英語力が
ない
と
単位が
取

れない
か
らで
す 。

現
在 、
日
本の
大
学で
は 、
留
学と
言っ
て
も私

学な
んて
見て
ると 、
留
学
中に
取
得
する
単位数

は 、
せい
ぜい
8
単
位程
度な
んで
すね。
うちの

場
合 、
刊
単
位
を平
均
点以
よで
取っ
て
来な
さ

い
と
言っ
てい
ま
す 。

1
年
分を
外
国
で
その
ま
ま
や
る
わ
けで
す
か

ら 、
事前の
大
学
問交
流の
折衝が
重
要な
んで
す 。

非
常に大
変な
んで
すが 、
一
人一
人
につ
い
て、

, 

学で
は
全ての
授
業を
英語で
やっ
てい
ま
すが 、

その
感
想は日
本語で
書かせ
ま
す 。

学
長
指
定の
必
読
文
献
を
ちょっ
と
申し
上
げ

ま
すと 、
斉
藤茂吉の「
万葉
秀歌」
岩波
新書よ

下
巻 、
それか
ら
中江
兆民の「三
酔人
経論
問
答」 、

ル
ース・

ベ
ネ
ディ
ク
トの
「
菊と
刀」 、
梅沢
忠

夫さんの
「文
明の
生
態史
観」 、
清水
幾太
郎さ

ん
グコ
「論
文の
書き
方」 。
それか
ら亡
くなっ
た

. 7・

私の
友人で
もあっ
た
高坂
正
尭さんの「文明が

衰亡
すると
き」 。

こ
うい
う必

読
文献を
各自
留
学
中に
読んで、

その
感
想をこ
れは日
本語で
書い
て、
学長が
全

部チェ
ッ

ク
す
る
とい
うこ
と
に
して
お
りま

す 。

こ
れ
も日
本
人
と
しての
ア
イ
デン
ティ
ティ
を

身につ
ける一
環な
んで
す 。

留
学
先に
同
じ
よ
うな
カ
リキュ
ラム
が
あ
る
か

ど
うかをマッ
チン
グい
た
しま

す 。で
すか
らカ

リ
キュ
ラム
も 、
国
際的な
通
用性を持っ
てい
て、

コ
ー
ド

番
号
も 、
1
0
0
番台は
基
礎科目と
か、

応
用
科目
は
4
0
0
番台
とい
う

風
に
なっ
てい

ま
す 。
そ
うい
う形で
留
学を
義務
付けてい
る
わ

けで
す 。

しか
し

英語で
全て
をや
るとい
うの
は 、
何
も

. 8 ・

ぺ
らぺ
ら
英語
が
で
きるとい
うだ
けで
な
く 、

中

身が
大
事な
んで
すね。
そうい
う

点か
ら
も 、
私

ど
もの
大
学は
非
常に
学生の
質
も
高い
と
言
わ

れてい
ま
す 。
昨日
も日
経
新聞と
財団法
人
貿易

研
修
セ
ン
タ
ー
と
国
際
教
義
大
学
主
催
の

関口可OHUBロgaE－u（起
業
家）の
セ
ミ
ナ
ー

が
あ
り

ま
して、

外国
か
ら
もパ
ネ
リス
トが

かな
りた
く



さ
ん
来てい
ま
して

大
変人
気だっ
た
んで
すが 、

そこ
で
も
皆
さ
ん
から
お
褒め
をい
た
だ
き
ま
し

た
お
褒めの
言葉はい
た
だい
てい
ま
すが 、
学長

と
して

見て
ま
すと、
まだ
問題は残っ
てい
ると

感じること
が
あ
りま

す。

それは
英語の
質の
問題な
んで
すが 、
確か
に

フちの
学生
は 、
T
OEF
L
的な
英語
は出
来る

んで
す。
学生
は
TOEFし
で55
0
点ない
と

留
学出
来ませ
ん
し 、

卒業
時に
は6
00
点以
上

が
目
標で
す。
6
00
点ない
と
仕
事で
英語
は
使

えませ
ん
よ
ね。
55
0
点ない
と
外
国行っ
て
も

留
学
して

単位はと
れない
ん
です。
で
すから
先

ほ
ど
言っ
た
よ
うに 、
日
本での
平均は 、
トッ

プ

ク
ラス
の
大
学で
もせ
い
ぜい
平均で
け
単
位で

F
し
ゃT
O
E－
c
に
は出て
こ
ない
んで
すね。

この
資料は 、
中国がいつ
拒
否
権を
使っ
たかと

い
う
もの
で
す。
こ
れ
を

授
業で
やっ
た
ん
で
す。

中国
は
意
外と
拒
否
権を
使っ
てい
ない
んで
す

ね
過去に5回
しかない
ん
で
す。
日
年代な

んて
冷戦
時代で
すから
アメ
リカと
ソ
連な
ん

て
しょっ
ちゅ
う拒
否
権行
使
してい
た
んで
す。

何か
あると
すぐソ
連も拒
否
権を
使っ
てい
ま

した。
こ
うい
うの
に比べ
ま
すと、
中国
は
過去

5
回
しか

拒
否
権を
行
使
してい
ません 。
した
が

っ
て
今回
の
北
朝
鮮の
こと
で
拒
否
権を
行
使
す

る
か
ど
うかとい
うとこ
ろで 、
こ
うい
う
過去の

デ
ー

タから
ヒ
ン
トが

見えて
き
ま
すね。
中国が

拒
否
権を
行
使
した
第1回
は 、
なんと
1
955

年の
け
月 。
こ
れ
は
〉仏ヨ
55ロOH7ZO当
玄OBZB

すね。
東大と
か
慶慮 、
早稲田
でせい
ぜい
8
単

位から
げ
単
位 、
多い
人
で
東工
大
あた
りで

理

工
系で
取れて
は
単位
ぐら

い 、
広
島大
は
留
学

に
積極
的で 、
や
は
り

げ
単位ぐら
い
で
すか 。

フ
ちで
は
人
文社
会
系で
刊
単
位取
るの
で
すか

ら、
皆
よ
く出

来るんで
す。
TO
EF
L
的な
英

語
は
私
よ
りもは
るか
に
出
来ま
す。

しか
し
問
題
は
その
英語
力
をい
か
に
活
用
す

- 9・

るか
で
す。
北
朝
鮮の
問題が
ホッ
トで

すの
で 、

私の
授
業で 、
それ
を一
昨日
ゃっ
たと
きに
それ

を
感じた
んで
すね。

その
授
業内
容をかいつ
ま
んでお
話
しま

す

と
皆
さんに
お
配
りした
資料の
CERn－

Z巳55
の∞ののロユ司の0
52－ 、
安全保
障理
事会

で
すね。∞2ロュ々
の。ロロ巳一
とい
う言葉は
TO
E

で
すから
新
規加
盟国の
問
題で
すね。
それで
な

ぜ
拒否
権を
使っ
たかと
言
うと、
玄Oロ明。－E（モ

ンゴ
ル）っ
てい
う言
葉が
けしから
んと
言
うの

で
拒否
権を使っ
た。
この
時の
中国
は
Eσ－50同

。ES（中華民
国） 、
今の
中
華人
民共和国で
は

あ
りませ
ん 。
なぜ
当
時の
蒋介石
政
権が
反
対
し

た
か
とい
うと、
蒋
介石
政
権はモ
ンゴ
ル
とい
う

の
は
自
分の
国だと
思っ
てい
るから、
独立
さ
れ

- 10 ・

て
は
困るわ
けで
すね。
そうい
う
意
味で拒
否
権

を
使い
ま
した。
第2回
目
は
口
年で 、
台
湾が

追放
され

代わ
りに
国
連加
入
して、
日vg℃－od

問。℃ZEB
えの町宮町田（中華人
民共和国）が
中近
東

問題で
拒
否
権を
使っ
てい
ま
す。
そして
3回
目

もで
すね、
中固と
当
時の
ソ
連が一
緒に
中近
東

問題で拒
否
権を
使っ
てい
るの
は 、
や
は
りアメ



リカの
政
策と
中東政
策に
おい
て
対立
してい

た
から
なんで
すね。
そして4回
目は

何
年の

1
月
で 、
の
SH
E－
〉旨ozo
？
の
向。ユ∞円o
g
R品
目u
g
g

につ
いてで
す。
中米が
平和へ
努力
するこ
と
に

対
してな

ぜ
中国が
拒
否
権を
使っ
たの
か 。
こ
れ

は
グ
ア
テマ
ラ
問
題な
ん
で
す。
グア
テマ
ラと
い

フの
は台
湾と
国
交を
持っ
てい
る
中
南米諸
国

の
数
少ない
国で
す。
中華人
民共
和
国は、初め
て 、

自ら
単独で 、
こ
うい
う形で
拒
否
権を
使っ
た
ん

で
すね。
その
次の
5回
目は、
、口百巴宮町民5ロ
百
昏。

同O円
5
2

J15刷om
E〈
MN

8zσEO
O同
室ω
gaoロ
E 。
｜日
二L

ーゴ
のマ
ケ
ドニ

アとい
う小
さな
国が 、
問
題に

なっ
てい
ま
すね。
拒
否
権を
行
使
したの
は、

の
と
きマ
ケ
ドニ

アが台
湾の 、
つ
ま
り
同

8
5－
5

えのFBm
の
国
連参加
に
票を入
れてい
るから
な

てい
る
前で 、
果た
して
中国は
拒
否
権を
行
使
す

るだ
ろ
うか 。
な
かな
か
しに
くい
と
思い
ま
すね。

しか
も拒
否
権を
行
使
した

場合に 、
中
国は
全世

界が
見てい
る
中で
国
際的に
孤立
しま

す。
で
す

から
中国と
して
は、
な
ん
とかロ
シ
ア
を
誘っ
て 、

単独の
拒
否
権行使を
避けよ
うと
する
動
きが

一
つ 、
もうひとつ
は、
拒
否
権を
行
使せ
ずに
議

長
声明で
止め
て
おこ
うとい
うこと
で
すね。
で

すから、
議長
声明で止めら
れる
かど
うか 、

ま
中国は
外務大
臣が必
死
になっ
て
多数
派エ

作をやっ
て
ま
す。
た
だ
この
問
題を私が
見ると

こ
ろ、
今回
は日
本
外交が久
々
にヒッ
トとい
う

か 、
国
連の
安保理の
場で 、
少な
くと
もか
な
り

の
ファ
クタ
ーに

なっ
たとい
うこと
は
評価で

き
ると
思い
ま
すね。
こ
れ
が今後
ど
うな
る
か 。

ん
で
すね。
総会で
は台
湾が
国
連
再加入
するこ

と
に 、
いつ
も
賛成
票が
け
数
票から
日
票は
あ

るんで
すね。
その
ひとつ
にマ
ケドニ
アが
あっ

た
もん
だから
中国は
拒
否
権を
行
使
した
ん
で

す。
と
言
うこと
は
で
すね、
過去に
お
ける今の

中国の
拒
否
権は、
要は
刊
年代の
国
連加
盟
直

後を
除くと
で
すね、
ま
さに
全て
台
湾
問題が
背

景に
あるんで
す。
この
資料に
は
その
こと
が記
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されてい
ま
す。
中国は台
湾と
国
交を
持っ
てい

る国々
の
有利に
な
ること
は
絶対
しない
とい

7、
実に 、
李登
輝さんが日
本に
来るこ
と
さえ

も
中国は
許
さない
とい
うの
と
同じよ
うな
も

『、．． 

の
で
すね、
それと
同
じよ
うなコ
ン
テクス
ト

（
8ロ
古
見）
が
働
い
て
い
る 。

そ
う
すると、
今回
北
朝
鮮の
こと
で
世
界が
見

是非
皆
様と一
緒に
ウォッ
チ
したい
と
思い
ま

す。
その
場合
に
今日
お
配
りした
よ
うな
資料は

お
役に立っ
かと
思い
ま
す。

さて
それ
を
私の 、
授
業で
やっ
た
んで
す。
そ

7
すると、
問
題が
出て
きた
ん
で
すね。
た
しか

に
全
国
的に
今
受験
界で
は
奇跡
が
起こっ
てい

ると
言っ
て 、
東大 、
京大の
次が
教
養大 、
東北

で
は
も
ちろ
ん
東北
大
学
よ
り入

試の
難
易度
で

- 12・

\, \ 

は
難しい
こ
と
に
なっ
てい
ま
すし 、
で
すから
そ

フい
う
意
味で
は
有
難い
んで
すけれど
も 、
そ
う

い
う
T
O
E
F
L（叶0
2
0同
開口mE
岳
忠
明0
5
何ロ

「自加cao）的
な
英語
能
力だ
けでい
い
かとい
う

こと
に
な
るん
で
すね。
うちは
TOEFし
を入

試に
も入
学
後の
ク
ラス
分
けに
も
完
全に
使っ

てい
ま
すから、
学生
は
T
OEF
し
は出
来るん



で
すね。
そこ
で
やっ
ぱ
り中
身とい
うこと
に
な

る。
そ
うしま
すと
私の
授業で
も 、
例えば
その

回ωロ25口市制
裁とい
う
言
葉が
で
て
き
ま
す
よ
ね。

そんな
に
英語
が出
来る、
T
O
E
F
しで
は恐ら

〈私
よ
り出

来る
よ
うな
学生
で
も 、
この
単語
が

出
て
こ
な
い
ん
で
す。
そ
れから
六
者
協
議Hm只

司
自己om
g】｝円 、
中学の
英語で
分か
る
は
ずの
こと

がパ
ッ
と
出て
こ
ない
んで
すよ 。
普通の
大
学教

育、
高等教
育の
英語で
は 、
シェ
ークス
ピ
アの

もの
も読
むか
もしれない 、
フォ
ーク

ナ
ーの
も

の
も読
むか
もしれない 。
けれど
も現実社
会で 、

グロ
ーバ

ルの
時
代に 、
日
本人が
対応
すべ
き
問

題につ
いての
英語
での
授業を 、
EA
Pと
言っ

て
学
術
目
的
の
英
語
l

Em－－岳
向。円
〉g門田0
50

閉店号。∞g
ーを 、

聞き
取
れ
る
よ
うな
英語
力
を
持

お世
話にな
りま
した。
そ
れから
英語
で
有名な

小
川
芳
郎先生
に
も 。

こ
うい
う伝統が
あ
り 、
そ
うい
う英語
界の
権

威と
か
研
究
者 、
辞書を
作っ
てい
る人と
かいっ

ばい
い
る
んで
すけど、
東京
外大
で
は私の
言っ

た
よ
うな
英語
教
育がで
きない
んで
すね。

英語の
先生
は 、
こ
うい
うこと
言っ
てい
い
の

か
ー

まっ 、
も
うい
い
んで
しょ
う
ね、
外国
人

が
来てパ
ー

ティ
や
ると
み
ん
な
帰っ
ちゃ
う
ん

で
す。
英語の
先生
が
出
てこ
ない 。
私
自
身は 、

大
学
受験はフ
ランス
語
で
した
し、
大
学で
は
中

国語
を
や
りま
した
し、
い
ろい
ろ
や
りま
した。

受験
英語
で
はな
く 、

英語
はと
もか
く通
じれば

い
い
と
思っ
てい
ま
すから。
人
が
来て
も 、
平
気

で
話
すわ
けで
す。
と
こ
ろが 、
英語の
権威はい

て
る
よ
うに
なら
ない
とい
けない 。

それに
は
教
科書をど
う
する
か 。
こ
れから
私

も検討
課
題に
乗せ
よ
うかと
思っ
てい
ま
す。
わ

が
国の
こ
れまでの
英語
教
育は 、
根
本
的に改め

な
ければなら
ない
と
思
うんで

すが 、
な
かなか

こ
れが
抵抗が
あ
りま

す。
私は
東
京
外大の
学長

の
と
きに 、
語
学の
殿
堂と
言わ
れる
東
京
外大の

英語
をい
か
に改め
る
か 、
1

年間に五
十
何回
ぐ

. 13・

ら
い
会
議を
しま
した。
しかし

結
局何
も
変わ
り

ませ
んで
した
ね。
つ
ま
り英語の

先生が一
番抵

抗
するの
で
す。
そ
れから
東京
外大に
は
岩
崎民

平を
は
じめ

大
変な
英語
学の
権威
がい
ま
した

し
私
も岩
崎先生に
は
お
世
話にな
りま
した。

私の
学生の
頃は学
長て
した
し、
私は
学生
代表

で 、
学友会の
委員長で
した
から、
い
ろい
ろと

い
英語
を
き
れい
に
使
わ
な
けれ
ば
なら
ない
と

思
うせい
な
んで
しょ
うか 。
ずっ
と
そ
うい
う
時

代が
続きま
した。
それが日
本の
英語
学界 。
最

近は 、
若い
人
を
中心
にか
な
り違っ
て
きて
ま
す。

今回の
小
学校
英語の
導入
につ
い
て
も 、
や
は

り英語
学者に
は
非
常に
反
対
論が
多い
で
すね。

それは
従
来の
英語
教
育、
それに
絡
む
膨大ない

ろい
ろな
利
権とい
うか 、
業
界の
裾野が
ある
ん

. 14・

で
すね。
そ
うい
う
もの
が
根
本的
に
崩れてい
く

か
も
し
れ
ない
とい
う
不安が
あ
る
ん
じゃ
ない

で
しょ
うか 。
そ
れから
皆
さんご
存知の
鳥飼玖

美
子
さ
ん（
20
06
年4
月
μ
日
朝日
新
聞「今

日の
論
点」『小
学校から
英語
を必
須？』） 、
『」

の
方も 、
私と
文
部科
学省の
英語の
初
期の
懇談

会で一
緒で
した
し、
それから
慶感の
大
津由紀



雄
さん（2
00
6
年5
月2
日

読
売新
聞「論
陣

論
客」
『小
学校の
英語必
修化』） 、
日
本
英語の

学会の
方なんで
すが 、
こ
うい
う
方から
の
反
対

が
非
常に
多い
で
すね。

そ
れから、
保
守
派の
論
客も意
外に
反
対が
多

い
ん
で
すよ 。
藤原
正
彦さんと
か 、
それ
から、

中国
問
題な
ど
で
は
か
な
り私
と
意
見の
近い
中

西
輝正
氏と
か 。
私が
言お
うと
する
英語
教
育を 、

ちゃ
ん
と
文
部
科
学
省の
中
間
報
告
で
も読
ん
で

下されば 、
そんなに
反
対に
はなら
ない
と
思
う

の
で
すが 、一
般
論と
して
はか
な
り反

対が
多い

んで
すよね。

で 、
ま
あそ
うい
うこと
なん
で
すが 、
英語
教

育に
はニ
つ
の
問題が
から
ん
で
きま
す。
一
つ
は

一＝ロ
うまで
もな
くグロ
ーバ

ル
化 。
それと
もうひ

だ
けど
その
よ
うな日
本人
は
実
に
数が
少ない

で
す。
日
本の
若者で
も国
連
職員にな
りたい
と

か 、
希
望はいっ
ぱい
出て
くるん
で
すね。
だ
け

ど
実
際に
は、
な
かな
かな
れない
ん
で
すね。
国

連の
分担
金の
割合
も
多い
の
に 、
日
本人
が一
番

少ない
わ
けで
すから。

それは
ひとつ
に
はで
すね、
英語
力だと
思い

ま
す。
も
うひとつ
はで
すね、
日
本の
こ
れまで

の
官
僚機構に
問題が
あるん
で
す。
日
本は
トッ

プの
人
は、
たと
え
ば
東大法
学
部を出て
その
ま

ま
役
所に入
るで
しょ 。
そ
れから、
中に
は
岡
崎

久
彦さんの
よ
うに
｜こ

れは
名
誉だ
から
言っ

て
もい
い
と
思
うん
だ
けど
｜

東大
法
学
部
中
退

で
外
交官に
な
るで
しょ 、
それは
名
誉で
すよ
ね。

だ
けど今の
国
際社
会で
は
通
用
しない
ん
で
す。

とつ
は、
こ
れは
意見が
わ
か
れると
思
うの
で
す

が 、
全ての
人
が
英語
を

使わな
くて
もい
い
じゃ

ない
かとい
う意見が 、

必
ずあるん
で
すね。

2
0
0
0
年に
始
まっ
た
文
部
科
学
省の
英語

教
育の
指
導方法改
善に
関する
懇談
会 、
こ
れは

ちょ
うど
中
曽根
文
部大
臣の
と
きで
した。
その

と
きは
で
すね、一
年間やっ
て必
ず
議論が出
ま

した。
それをど
うい
う

風に
まと
め
た
かとい
う
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と、
国
際社
会で
活
躍する
よ
うな人

材の
英語
力

と
一
般国
民の
英語
力と
に
分
けた
ん
で
すね。

で 、
国
際社
会で
活
躍
する人た
ちの
英語 、
こ

れは
も
う
絶対必
要で
すね。
国
際教
養大
学の
卜

ッ
プ
諮
問会
議の
座
長
を
やっ
てい
た
だい
てい

る
明石
康さんがいらっ
しゃ
い
ま
す。
国
連の
事

務次
長を務め
た
立
派な
方だと
思
うん
で
すよ 。

少な
くて
もph
D
を
取っ
てい
ない
と。
あるい

はプロ
フェ
ッ

サ
lの

肩書きがない
と、
あるい

は
最
低限
度
専
門職で
も 、
修士の
学位を
持っ
て

い
ない
と
通
用しない
んで
すよ 。
諸
外国はみな

p
h
D
持っ
てい
ま
すから、
ほと
ん
どの
人
は。

そ
うい
うこと
も
考えな
ければなら
ない 。
それ

は日
本の
高
等教
育の
あ
り

方を
根
本
的に
変え

な
ければなら
ない 。
日
本
的なエ
リート

主
義と、

- 16・

日
本
的な
伝統
的な
官
僚制
度が 、
国
際社
会にマ

ッ
チ
してい
ない
ん
で
す。
で
すから、
そ
うい
う

こ
と
に
耐え
うる
よ
うな
人
材
を必
要と
すると

言
うこと
で
国
際教
養大
学がで
きたの
で
す。

この
間こ
うい
う例が
あ
りま
した。

私は
長い

問

ア
ジ
ア
太
平
洋大
学
交
流
機
構
（C25
5q

玄oσEq
s
〉包ω
ga
EOH）ω05P

C冨〉HV）の
国
際



事務
総
長とい
う役

割を
負
わ
されてい
ま
して、

こ
れは
留
学生の
交流で
すね。
具体
的に
は
単位

QOE門的
、司自白砂円
で
す。
ヨ
ーロ
ッパ

でのエ
ラス

ム
ス
計画で、
しょっ
ちゅ
う大
学生が
交流して

単位を
交換
する。
そんなこと
もあっ
て、
A s 

EM（〉∞5・肘CSHumw
YA025加） 、
日
本政
府もコ
ミ

ッ
卜
して
る
ア
ジ
ア
欧
州
会
議での
会
議が
シ
ン

ガ
ポ
ール

で
あ
りま
して、

私は
基
調報告を
頼ま

れて、
それな
りの
準備を
して

午前
中の
セッ
シ

ョ
ン
で
や
りま
した。

午前
中は
私の
基
調報告の

あと、一
般の
討
論にな
りま
した。
日
本から
刊

人
くら
い
大
学の
先生
や
文
部
科
学
省の
お
役
人

な
どが
来てい
る
んで
す
けれど、
私の
基
調報告

に
続い
て、
フロ
アの
ディ
ス
カッ
ショ
ン
で
発
言

して
くれ
ればい
いの
に 、
い
くら

僕が
目配せ
し

は、
大
学
受験者の
0・
25
%で
す。
2・
5
%

じゃ
ない
んで
す。
つ
ま
り

刊
万
人
中 、
11
門／－
RU

0
人な
んで
す。
つ
ま
りTO
EFLで6
00
点

てい
うと、
英語で
仕
事がで
きる
よ
うな
英語
力

で
すよ
ね。
留
年した
り進
学した
りする人
もい

ま
すから、
日
万人
を
仮に
刊
万人と
して
も 、

日
万9
千人
は
約
げ
年
間英語
を
学んで
きたの

に 、
まっ
た
くその

英語
は
使えない
英語で
ある

か、
その
ま
ま
錆び
付い
てい
く英語で
ある
んで

すね。
こ
うい
う英語

教
育を
ずう
ーっ

と日
本は

やっ
て
きた
わ
けで
すね、
この
知
的
損失とい
う

の
は大
変な
もの
で
す。

も
うひとつ
はで
すね、
一
般の
普通国民の
英

語
力な
んで
す
けれど
も 、
こ
れにつ
い
て
は、
今

の
論
争の
中に一
般
国
民
は
そ
ん
な
英語
必
要な

イ弘、
ふも 、

誰
もしゃぺ
ら
ない
んで
す。
日
名
くら

い
い
ま
した、
アジ
アの
人
ど
うで
しょ
うか？
そ

れら
の
人の
英語
は、
文法だっ
て
発音だっ
てい

い
加
減だと
思
う
けど、
どんどん

手を
揚げて、

韓国 、
台
湾 、
中園 、
シ
ンガ
ポ
ール 、

マ
レ
｜シ

アの
人た
ちが 、
ど
んど
ん
しゃべ
る
んで
すよ
ね。

やっ
ぱ
りそ
うい
う
国
際社
会で
活
躍で
き
る
人

材の
英語
力
を
徹
底
的に
高め
な
けれ
ばい
けな

. 17・

L、。統
計に
よ
りま

すと、
わが
国で
は
毎
年
目
万

人
前後が
大
学を
卒業
する
んで
す。
その
うちで

す
ね

大
学
受験
者
全
員がT
O
E
F
L
受
け

る
わ
けで
は
ない
んで
す
けれ
ど

T1
ハU
EL
El

L
協
議会の
デlタをその
ま
ま
紹介しま
すと、

T
O
E
F
Lの
ス
コ
アが
6
0
0
点取
れて
る
人

い
とい
う意見が
ある
んで
すね。
私は
そ
うは
思

わない
んで
すね。
ま
ずこ
れから
は｜
Tの
時代

で
すから、
普
通の
人で
も 、
やっ
ぱ
り英語で
ア

クセ
ス
で
きると
で
きない
と
で
は、
絶対
情報量

が
遣い
ま
す。

そ
れ
から
お
そら
く日

本
社
会
も
あ
ちこ
ちか

ら、
ま
さに
そ
うい
う意味で
は
グロ
ーバ

ル
化
し

て
ま
すから、
い
ろんな
人が入っ
て
くる。
こ
れ

- 18・

で
諸
外国は
ど
んど
ん、
特に
アジ
アは、
街
角に

行っ
て
もみ
な
英語
が
で
き
る
よ
うに
な
りま

す

よ
ね。
日
本人は
それがで
きない
とい
うこと
で

い
いの
かど
うかとい
うこと。
で
すから
英語
指

導
方法改
善の
ための
懇談
会で
は、
そのニ
つの

座
標軸
を
設
定して、
区
別
して

議論しま
した。

だ
から
侃々
誇々
の
議
論が
ひとつ
の
方向
に
ま



と
まっ
たんで
すね。

そ
れ
を
受
けて
文
科省
は
仕
事で
英語
が
使
え

る日
本人の
養
成プロ
ジェ
ク
ト
を
次々
に
掲
げ

て
きま
した 。

国
際教
養大
学
も設立
早々
に
仕
事

で
英語
が
使
え
るプロ
ジェ
ク
トの

モ
デ
ル
校
に

選ば
れま
して、
予算をつ
けてい
ただい
て、
学

内と
町の
中にサテラ
イト
を
作
りま
した 。
cー

L 

（ののロ円。『

円、
包括ロ印刷。

ト－＋，0 
H司

日ロ色。唱。ロaoロ門

L 

円、mw
Rロ5m）とい
う 、
言わばセ
ル
フ・
ア
クセ
ス

セ
ン
ター（∞江町〉ののの印切のgg同）で
して、
自
分で
英

語の
学
習が
十
分で
き
る
よ
うな
こ
と
も
やっ
て

ま
す。
学生
と 、
同
時に
市民
も参加
してい
ま
す。

で
すか
ら
国
際
教
養大
学
で
は
全て
の
授
業
が

英語
なん
で
すけど
も 、
自
分で
もっ
て
C
NN
を

聞きた
ければ 、
そこ
で
何回
で
も
聞くこ
と
が出

て、
だめ
に
な
る国語
力で
は、
そ
もそ
もその
国

語
力がだめ
なんで
す。
それは
英語
を
やっ
た
か

上つ国語
がだめ
に
な
るとい
う二

律
背反で
はな

い
ん
で
すね。

まだ
き
ちんと
した
実験
結果は出てい
ない

と
は
思い
ま
すが 、
すで
に
実験校と
か
特区
で
は、

やっ
ぱ
り英語
が
で
きる
学生
は
国
語
もで
きる。

成田
空港に
近い
成田
小
学校
もそ
うな
ん
で
す

が 、
かな
り英語
を
やっ
て
きてい
ま
すが 、
国
圭五
ロロ

の
カが
非
常に
あるん
で
すね。
英語
もで
きる。

だ
か
らこ
れは
む
しろ 、

英語
を
小
学校か
らやる

か
らとい
う
問題で
ある
よ
りは、
日
本人の
今の

言語
感覚とい、7か国語
力が
相
対
的に
弱
くな

っ
てい
るこ
と
で
はない
かと
思
うん
で
す。

僕は
その一
環で 、
テレ
ビの
俗
悪
番組がい
か

来るん
で
す。
それに
映画と
かDV
Dと
かビ
デ

オ
もあ
りま

すか
ら 、
それ
を自
分で
何回
で
も
聞

くん
で
すね。
そ
う
しま

すと
ね、
こ
ういっ
たこ

と
を3ヶ
月
徹
底
的に
やっ
た
学生は、
さっ
き
言

っ
た
よ
うな
問
題
を
英語
で
ディ
ス
カッ
ショ
ン

で
きる
よ
うに
な
りま

す。

C
N
N
は今は
どこ
でで
も 、
ホ
テル
に
治
まっ

たと
きに
も
聞けま
すよ
ね。
だ
けど
そうい
う英

- 19・

語
教
育を
他の
大
学で
は
やっ
てい
ない
もの
だ

か
ら 、
三九
万九
千人はC
NN
を
聞い
て
も全
く

解
らない
ん
で
すよ
ね。

それか
ら
もうひとつの

議論はで
すね、
国語

カとの
関係で
すね。
こ
れは必
ず出
る
意見な
ん

で
すよ 。
とこ
ろが
で
すね、
私の
経験か
ら
も言

え
ま
すが 、
外国語
をひとつ
やっ
た
か
らといっ

に
悪い
か
を
書
きま
して

怒
られ
ま
した
けど、
そ

れ
を
含め
て
で
すね、
日
本人の
言葉に
対
する乱

れと
言
うか、
言語
感覚が
弱体化
してい
るとこ

ろに
む
しろ
問題が
ある。
小
学校で
英語
を
やっ

た
ら国語
だめ
に
な
るとい
うこ
と
はない
と
考

えてい
ま
す。

それ
か
ら
もうひとつ、
英語
教
育の
環境自
体

が
グロ
ーバ

ル
に
なっ
てい
るの
に 、
皆
さんが
中

- 20・

学校で 、
あるい
は旧
制
高校と
か旧
制
中学校で

ゃっ
た
英語の
時
間よ
りも今は
少ない
で
す。
中

学校で
は
平均
すると一
週
間に2・
5
時
間で
す。

こ
れは
文
科省
が
デ
ータを

取っ
てい
ま
す。
皆、さ

ん
同世
代で 、
週
に4 、
5
時
間は
英語
が
あ
りま

した
よ
ね。
そして
覚え
る語
棄がい
まは
9
0
0 、

我々
の
頃
は
少な
くて
も
中
学で
も1
5
0
0以



よ
あ
りま
した 。
高等
学校で4
000
ぐら

い
あ

りま
した。

A79
00な
んで
すよ 。
こ
れは
ゆと

り教
育の
む
し
ろ
弊
害と
言っ
て
もい
い
か
も
し

れませ
ん。

その
ほ
か
に
ど
う
して

英
語の
時
聞が
そ
ん
な

に
少な
くなっ
た
かと
言うと、
クラブ
活
動と
か

部活な
ど 、
それから
い
ろい
ろな
他の
課
外活
動

に
取ら
れ
ちゃ
うんで

すね。
それで
果た
してい

い
の
かっ
てい
う
問題が
ある
んで
す。
少な
くと

も
中
学で
は
週4
時
間に
しな
け
れ
ば
なら
ない

で
すね。
もし
中学で、
ど
うして
もで
きない
な

ら、
その
分を小
学校5
年 、
6
年から
やるべ
き

で
は
ない
かと
僕は
思
うんで

す。

ゃ
る
から
に
は、
正
謀 、
つ
ま
り教

科と
して

や

る
ほ、つがい
い
とい
うの
が
私の
意見で、
そこ
は

きてい
ま
すの
で、
そ
う
、、73で

侍
リ

普
市ヘド

21

L

品川
4 t
止十
官
？τ

F

常勤）と
して
導入
すること
もで
きる 。

それから
で
すね、
現に
英語
がほと
んどの
小

学
校
で
実
質
的
に
は
行
わ
れ
て
い
ま
す。
今hu、フ

刊
%以
上の
学校で行
わ
れてい
る
そ
うで
す。

そ
れ
は
総
合
的
学
習の
時
間と
い
う
もの
が
あっ

て
そこで
教えてい
る
んで
す。
総合
的
学習は3 、

4
年生
から
で、
その
時
間の
中で、
「国
際理解

教
育」
と
して

英語
を
週1
時
間くら
い
もの
をや

るとい
うと
こ
ろが
増
え
て
きてい
る
んで
すね。

しか
し全体

的に
見ると、
小
学校で
英語
を
今や

っ
てい
るの
は
年
間に
して

いω
時
聞か
刊
時
間程

度で
す。
こ
れだとい
わ
ば
英語の
お
遊びに
しか

なら
ない
とい
うこと
が
あ
りま

す。

そこ
で
もうひとつ 、

私は肘Rq肘己Cistoロ
と

まだ
中教
審で
もまと
まっ
てい
ませ
ん。
教
科と

して
とい
うの
は
ど
うい
うこ
と
かと
言い
ま
す

と、
教
科書がで
き 、
それな
りの

英語の
先生
を

必
要と
しま

す。

地
方で
もか
な
り英語
が
で
き
る
人
がい
る
で

しょ 。
小
学校の
英語
くら

い
教えら
れる人 、
あ

るい
は
商
社
に
長
くい
た
人
な
ん
か
は
ま
さに
そ

れがで
きる 。
特派
員などの
ジャ
ーナ
リス
トだ

- 21・

っ
てい
る
わ
けで
すから
ね、
そうい
う
方に
英語

の
先生
に
なっ
てい
ただ
けばいい
わ
けで
す。
い

ま地
域
に
よっ
て
は
非
常に
成功
してい
る
と
こ

ろ
もある
よ
うに 、
こ
れから
は地
方の
時代で
す

から、
地
方自
治
体が
そうい
う人

達を
高齢化
社

会の
活
性
化の
た
め
に
も活
用
すれ
ばい
い
の
で

す。
だ
んだ
ん
文
科省
もその
辺は
ゆる
くなっ

て

い
うか、
早
期教
育につ
い
て
考えてい
て、
こ
れ

も
議論が
分か
れる
もの
で、
皆
さんの
ご
意見
も

伺い
たい
と
思
うの
で
す。

早期教
育の
肯
定的な面
を
申しよ
げま
すと、

やっ
ぱ
り言語の

認
知
力っ
てい
うの
は、
音
楽と

も
非
常に
相
関性が
あっ
て、
九つ
まで
な
んで
す

ね。
自
分が
鈴
木
鎮一
先生の
創っ
た
松
本音
楽
院

の
第一
期生で
すから、
若
干身びい
きか
もしれ

- 22・

ませ
ん
けれど
も 、
こ
れは脳
科
学の
発達に
よっ

て
国
際的に
も、証
明
されて
きてい
ま
す。

この
間 、
ス
ズ
キ・
メソ
ードの

豊田
耕
兄・
才

能
教
育研
究
会
会
長と
ド
イ
ツ
に
ご
緒
しま
し

た 。
ド
イツは
非
常に脳
科
学が
発達してい
る
ん

で
すが 、
やっ
ぱ
り幼

児の
うちに 、

頭脳の
柔軟

な
う
ちに
自
然
に
入
る
よ
うに

する
と
大
き
な
成



果が
あること
が
分かっ
て
来てい
ま
す。

ス
ス
キ・
メソ
ードについ

て
は、
わが
国で
は

文
科省
が
まっ
た
く

取
り入
れてい
ませ
んの
で、

い
わば公
教
育か
らは
排除されてい
ま
すが 、
ア

メ
リカで
は
非
常に
多くの
大
学がスズ
キ・
メ
ソ

ードを
取
り入
れてい
ま
す。

コ
ーネル大

学の
イサ
カ・
カレッ
ジ
で
は、

ス
キ・
インス
ティ
チュ
lトとい
うミユ
｜ジッ

ク・
ス
ク
ール

が
あるんで
す。
ア
メ
リカ
は
刊
万

人
前後の
人
達が 、
開Rq開含gzoロ（
早期教
育）

にス
ズ
キ・
メソ
l
ドを

取
り入
れてい
ま
す。

すか
らア
イザッ
ク・
ス
タ
ーン

が
最
後に
演
奏し

た
「ミュ
ージッ

ク・
オプ・
ザ
ハ
ート」（注

イ
ー
ス
ト
ハ

l
レ
ム
で、

子
ど
も
た
ち
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
教
え

た
ロ
ベ
ル
タ
・
ガ
ス
パ

l
リ
の
実
話
を
も
と
に
し
た
映
晶
の
越

名。
ア
イ
ザ
ッ
ク・
ス
タ
ー
ン
は
原
案
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
『
ス

が 、
ご
自
身は
音
楽の
ほ
うに

行
くつ
も
りはな

か

っ
た
んで
す。
鈴
木政吉さんの
長
男と
して、

名

古
屋商
業
学校
しか出て
ない
んで
すよ 。
それが

げは
歳の
こ
ろ
ミッ
シャ
ヘ
ルマ
ンの
アペ
マ
リ

アを
聞い
て心
を動か
さ
れ 、
徳川
義親
さんにス

ポン
サ
ーに

なっ
てい
た
だい
た
りして
ド
イツ

に
行っ
た
んで
す。
ド
イツでモ
ーツ

ァル
トの
ク

ラ
リ
ネッ
ト五

重
奏を聴い
て
感動
し 、

ペ
ル
リ

ン・
ホッ
ホシュ
lレ（高等音

楽学校）の
カ
｜

ル・
ク
リン
グ
ラ
l教

授に
学んだ
りしてい
ま
す。

日
本で一
介の
青年で
あっ
た
鈴
木さん
が 、
た
ま

た
まア
イン
シュ
タ
イン
な
ん
かと
仲
良くなっ

て大
きな
影響を
受
けて、
そうい
う実

績を
作っ

て日
本に
帰っ
て
くるんで

す。
ア
イン
シュ
タ
イ

ン
もバ
イオ
リン
を
弾き
ま
すか
らね。
そ
して日

モ
ー
ル
・

ワ
ン
ダ
ー
ズ
』

で
描
か
れ
た
1
9
9
3
年
の
『
フ

ィ
ド
ル
フ
ェ
ス
ト
／
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
祭
典（
ロ
ベ
ル
タ
の
提

索
に
よ
り、

教
え
子
の
子
ど
も
た
ら
と
世
界
的
バ
イ
オ
リ

ス
ト
が
共
演
す
る
祭
典）』

で
演
奏
し
て
い
る）、

こ

れ
な
ん

か
もスス
キ・
メソ
ードで
して、
そ
うい
う

経験

か
らすると、
やっ
ぱ
り H

つ
Hの
つ
く
うちに

始

め
ない
と
だめ
な
んで
すね。
九つ
で
あっ
て
げ

ス
（歳）で
はだめ
な
んで
すね。

私は
実は、

- 23・

松
本音
楽院の
第1
期生
なの
で、

その
体験か
らお話
しま

す。
今か
ら
考えると
ま

で

さに
木造の二
階
家を
使っ
た
私
塾で
す
けど
も 、

そこ
に
松
本音
楽院を
鈴
木先生
が
中心
に
なっ

て
作っ
たの
が
昭
和
引
年 、
終
戦の
翌
年で
すね。

鈴
木
鎮一
さん
自
身は、
日
本で
始め
て
近
代的

なバ
イ
オ
リン
メ
ーカ
ーと
して
量産を
した、

名

古
屋の
鈴
木バ
イ
オ
リン工

場の
御
曹司で
した

本に
帰っ
て
きて
3
人の
兄
弟と一
緒に、初め
て

カル
テッ
トをやる。

それが日
本
最初の
弦
楽四

重
奏団に
な
りま

す。

だ
けど官
学で
ある
東
京音
楽学校（現東
京
芸

大）と
か
を八三
〈

経由
してい
ない
んで
す。
で
す

か
ら音
楽アカ
デ
ミズムの

世
界で
は、
鈴
木さん

を
排除しよ
うと
する動
きが
あ
りました。
だ
け

ど
実
際に
は、
ま
ず江
藤俊哉
氏を幼
児教
育と
し

- 24・

て
預
か
りま
した。
その
次は
豊田
耕
兄さんで
す

よ
ね。
それか
ら諏
訪根
自
子と
か、
皆
さん
懐か

しい
よ
うな
人た
ちがみ
んな
鈴
木
門下
か
ら出

てい
ま
す。
鈴
木
秀太
郎さん
もそ
うで
す。
最
近

で
は、
渡
辺
玲
子さんだと
か
竹
津
恭子さんと
か

そ
うい
う人た
ちゃ 、
最
近ロ
ン・
ティ
ボ
｜国

際

音
楽コ
ンク
ール

で
最
年
少
優勝
した山田
晃子



さん
と
かがス
ズ
キ・
メソ
ードの

出
身な
んで
す。

その
鈴
木先生が
松
本音
楽
院を
作っ
たの
は

刀口ju －－
F「、

n口
4唱什
nJL，z

私は
その
昭
和
引
年度の
1

月に
母

親に
連れら
れて
雪の
日の
松
本で
鈴
木先生の

門戸を
叩い
た
んで
す。

非
常に
感動
的な
場面
をよ
げま
すと 、
昔の
旧

制
松
本
高
等
学校（後の
信
州大
学）
の
講
堂で
昭

和
幻
年か
幻
年 、
ほんとに
まだ
戦後の
混乱の

中で、
松
本交
響
楽団を
鈴
木先生が
き
ちんと
燕

尾
服を
着て
指揮
して、
豊田
耕
兄さんがモ
lツ

ア
ル
トのバ
イオ
リン・
コ
ン
チェ
ル
ト5

番を
弾

い
たんで
す。

そ
うい
う
時
代に
松
本に
育っ
た
んで
すが 、
私

は
川
歳で
した

から、
もう遅い
んで
すね。
そ

の
頃4 、
5
歳の
人
は
みん
な
すごく上
手に
なっ

ス
ズ
キ・
メソ
ードで

教
育を
受
けた
から
とい

っ
て、
皆が
皆プロ
と
して、

音
楽
家と
して、
活

躍で
きる
わ
けで
は
決
して
ない
の
で
す

私はス
ズ
キ・
メソ
l
ドの

社
団法人
才能
教
育

研
究会で
常務理
事をこの
間まで
やっ
てい
ま

した 。
武
道館で30
0
0人の
子ど
もた
ちが
集

まるグ
ラン
ド・
コ
ン
サ
ートの

大
会
委員
長
も
ず

っ
と
やっ
てい
たんで
すが 、
今回
よ
うや
く

外れ

るこ
と
がで
きて、
ホッ
と
は
してい
るん
で
す。

それで、
ス
ズ
キ・
メソ
lドにい

ろい
ろ
問題
点

が
あるこ
と
も
承知
してい
ま
す。
つ
ま
りそれは、

ど
こ
で
才能
を
見極
め
る
かとい
う 、

親の
判
断 、

子ど
も自
身の
判
断が
すご
く重

要で、
それが
難

しい
の
で
す。
見極めら
れない
で、
長
くレッ
ス

ン
してい
ると 、
自
分
もやがてコ
ン
ク
ール

に出

て。
九つ
を
過ぎると
他の
こ
と
に
関心
が出て
く

る
し 、

学校で
も生

徒
会だと
かい
ろい
ろやら
さ

れて、
陸上
競
技の
選
手もやっ
た
り絵も描い
た

りしてい
たんで
す。

第1
期生
に
は4
歳 、
5 、
6
歳くら
い
の
人
は

げ
人
前後い
たんで
すが 、
私以
外は
全
部プロ

に
な
りま
した 。
その
こ
ろ
豊田
耕
兄さんと
か
小

林
健次
さん
を
しょっ
ちゅ
う検で

見てい
て、
こ

. 25 ・

の
おニ
人が
演
奏
するバ
ッハ

の
ドッペ

ル・
コ
ン

チェ
ル
卜（ニ

つの
ヴァ
イオ
リンの
ための
協
奏

曲）が
実に
素晴ら
しかっ
たの
を聴い
てい
ま
し

た
から、
自
分はとて
も音
楽で
身を立て
よ
うな

んて
全
く思わな

かっ
た
し 、
そんなこ
と
は
考え

ら
れない
ほど
豊田
耕
兄さんな
ん
か天
才だっ

たで
す。

てス
タ
ーに

な
れるん
じゃ
ない
かとつ
い
思
う

んで
すが 、
それが
間違い
なんで
すね。
それ
は

偏
差値教
育の
誤
りと
共
通
するとこ
ろが
ある

んで
す。

で
すから
才能は、
鈴
木先生
が
言っ
た
よ
うに 、

育て
方ひとつ
な
んで
すよ 。
い
い
環境で、
早
〈

い
い
先生につ
い
て
繰
り返
し

練習し 、
耳から
聴

い
て
憶えて
暗記
する、
こ
れがス
ズ
キ・
メソ
｜

. 26・

ドの
方法
論で
す。
こ
れ
をや
りま

すと 、
ど
んな

人で
もモ
ーツ

ァル
トのバ
イオリン・
コ
ン
チェ

ル
トが

弾ける
よ
うに
な
るんで
す。

だ
けど
も 、
それから
本当に
プロ
と
して、

音

楽
家と
して、

残れ
る人
は、
そ
うい
う人
達の
中

で
1
0
0
0人に一
人
くら
い
な
んで
すよ 。
だ
か

ら
渡
辺
玲
子
さん
も
ずっ
と
演
奏活
動
を
してい



北
村
丈夫

講演は
（
司
会

で
ひと
ま
ず終わ
り

参加の
か

～ 」

『事」

中嶋
母様が

書
館に

今日
は
私の
ゼ

いら
してい
ま
す

い

ン
ドに
も留
学
されて
ま
す

トりして、
イ

＼の林み
ど
りさんの
お

。
お
嬢さんは
今国
会
図。

ー、
る
方は

願い
しま

す

りと
させ
て

と
7の
が出てい
ま
すの
で

読
くだ
さい
ま
すよ

4・司」

い
課
題がた
く

い
ろご
批判を
頂L
』

最
後に 、
文春新書

歴

興
味の
あ

7よ
ろ
し
くお

。
そ
れで
は以
上
を
持
ちま
して

終わ

い
ただ
きま
す。

苦労
した

体験がご
ざい
ま
す

ぞ 、
ご
自
分の
体験な
さっ
た

れ
に
ど
う対応
すればいい
か

を
お
願い
致
しま

す。

い
ろんな
悩み
そ

、
そ
うい
うご
質
問

（小谷）
瑞穂子
（当セ

主宰者）

の
セ
ミナ
ー

は
女
性の
ほ
うが
多い
と

と
に 、
非
常に
特異性が
あると
思っ
て
お
り

ま
す。
女
性は、
子
育ての
過程で、
子ど
もの
英

語
教
育や国
際化へ
向
けての
教
育な
ど、
現
場で

から、
皆
さんど

7 こ 今 浅
沼

フ
- 28・

杯げ
する

そ
う
簡単で
はない 。
！

ら
い
ギャ
ラを
くれる

か

て
ま
す
けれど

っ
ぱ
り厳し

の
ため
に 、‘、u・

� 

に
ヒ
ア
リン
グがと
うして
もで
きない
と

こと
に
なっ
て
しまっ
たの
で
す。

そんなこと
を
考えると、
小
学校の
英

につい
て
も 、
まだ
まだ
検討
しな
ければ

ろ
気を
使

コ
ン
トロ

れ／
lし
dt

ゃ

い
で
すよ
ね

音
楽事務
所にい
ろい

る 。
音
楽事務
所が
また

L、

ろ け 教な 育 つ ル た

日
た
がた
から
の
ご
意
見やご
質
問を
承
り 、
自由な

意見
交換
を
させ
てい
た
だ
きま
す。

今
まで
は
耳から
入
る
よ
うな
英語
教
育をや

て
きませ
んで
した

から、
さっ
き
言っ
た
よ
う

’フ

ナ

L、

ケス
卜

女
も国
際
教養大
学の
特任
助
教授に
なっ
て
ほ

っ
と
されてい
る
んで
すね。
やっ
ぱ
り舞台
を張

っ
て
演
奏活
動一
本
て
生
き
抜
くと
い
うの
は、

次々
に
新人
も出て
きま
すし 、
大
変なことで
す

ね、
音
楽の
世
界も 。
しか
もその
割合に
は
収入

も厳しい
で
す。

サ
ン
ト
リーホ
ール
を

ど こ
と
は

の

’つ

っ
て

P戸もかか
わ

’つ

て
私
(;i 

。 矢口 ら
つ

ず I 

\, ' 

そ

私は肘Rq開門HCOmwtoロ（早
期
教
育）に
は
賛成で

す
けれ
ど、
それは
余
程注
意を
して

取
り組まな

ければい
けない 。
だ
から
英語
教
育も 、
私はで

、
耳から
入
る
ほ
う

きるだ
け文法と
かで
はな
く

がいい
と
思
うんで

すね。

能の
他
に
もうひとつ

能は
タレン
トで

す
け

ど
も 、
ギフ
トとい
うか天

分が必
要で
す。
才
能

と
天
分は
違
うんで

すね。

- 27・

で
すから、
その
中で
プ

こと
がで
きる
か
ど
I 

ォ か（ベ ロ
と
なっ
て
活
躍
する

才能で
はな
く 、

才

ビ
"
/ 

て
『」の
間もサン
トリ
ーホ
ールでショ

ス
タコ

チのバ
イオ
リン・
コ
ン
チェ
ル
トを

オl

ラをパ
ッ

ク
に
やっ
て
ま
した
けど
も 、
彼

しま
すから
ね。
事務
所
側で
ちょっ
と
気に入ら

な
くなっ
た
りすると

意地
悪した
り 、
そ
うい
う

世
界が
ある
んで
すね。



｛林の
ぷ
子〕（元婦人国際平和自由連盟副会長）

娘
が
大
学院の
時 、
先生
は
主任
教
授でいら
し

て
お世
話にな
りま
した 、
あ
りが
と
うご
ざい
ま

した 。
娘
はヒン
ディ
｜語

を
最初い
た
しま
した

が 、
イン
ドで

は
英語
で
大
学院は
授業を
受
けて

い
た
よ
うでご
ざい
ま
す。
英語
に
関して
は、
う

ちは
小
学校の
時は
何
もして
お
りませ

んで 、
中

学に入
りま
したと
き 、
N
HKの
基
礎英語っ
て

ご
ざい
ま
すね、
あの
テ
キス
ト
を買っ
て
やっ
て

お
りま
した 。
テ
キス
トは

本
屋さ
んが
届
けて
く

れてい
た
んで
すが 、
続基
礎英語
に
なっ
たら
テ

キス
ト

が
基
礎
英語の
半
分
くら

い
に
減っ
た
と

一＝ロっ
て
お
りま
した 。

基
礎英語
は
朝6
時
半から

ご
ざい
ま
した
けど 、
娘
を
起こ
して

やるの
で
は

な
く自

分で
やら
な
ければ
駄
目だ
と 、
起こ
さな

文コ
ン
テス
ト

に
英語
で
書い
た
もの
が
金
賞
を

い
ただ
きま
した 。

英語
教
育につ
い
て
は、
長閑で
した

か
しら、

そこの
小
学校で
は7 、
8
年前から
英語
を
取
り

入
れてい
るこ
と
を
耳にしま
した 。

外国
人の
先

生
を
講師に
お
招き
して、
A
BC
とい
う教え
方

で
はな
くて、
日
常生
活で必
要な
英語
を
お
芝居

の
よ
うに
して

教えてい
ると
聞きま
した 。
こ
れ

から
の
英語
教
育は、
今の
英語の
先生
で
すと
ち

ょっ
と
英語
力が
足
りない
で
しょ
うから、
存、、フ

い
う

点で
小
学校
から
もし
英語
をやっ
た
場合 、

先生
の
問
題に
どの
くら
い
か
けら
れ
る
か
とい

つこ
と
が
大
事かな
ぁと
思っ
て
お
りま

す。

｛
中嶋】
最
後の
こ
とは
非
常に
大事な
と
こ
ろで 、

私
も
中教
審の
最終報告の
とこ
ろで 、
必
ずそ
れ

い
でい
ま
した 。

で
も最初の一

週
間くら
い
は、

聞い
て
るかな
あと 、
階
段の
下で
気に
して
お
り

ま
したが 、

やっ
て
る
よ
うでご
ざい
ま
した 。
そ

7い
う程度で

英語
は
進め
て
お
りま
した 。
ま
あ

英語の
カは、
先生
はご
存知
でご
ざい
ま
すの
で

お恥
ずか
しい
で
す。

も
う一

人の
子ど
も
も
仕
事を
持っ
て
お
りま

すが 、
孫が
お
りま
して、
お
勉強は
小
学校の
こ

- 29・

ろから
英語だ
け
習い
に
行かせ
て
お
りま
した 。

A7は
女
子
学院に
行っ
て
お
りま

すが 、
英語
もで

きま
して
留
学
も致
しま
した 。
アメリ
カで
数
学

と
か
ア
メ
リカ
史
で
学
年で一
番
を
頂い
た
と
言

っ
てい
ま
した 。
こ
れから
の
子ど
もは
案外そ
う

い
う

点で
期
待
もで
き
るの
か
な
と
思っ
て
お
り

ま
す。
今
高校2
年で
すが 、
この
間旺
文社の
作

入
れ
よ
うと
思っ
てい
ま
す。
2 、
3目
前の
新
聞

に出てい
た
よ
うに

教
員の
免許
更新制
で
すね。

も
うひ
とつ
は
教
職大
学院の
設置 。

今、
小
中学校
も高
等
学校
も 、
教
員に
な
るた

めの
試験
科目に 、
英語の
教師以
外は
英語の
試

験がない
んで
すよ 。
で
すから
当
然
小
学校 、
中

学校
も 、
教
員採用
試験に
英語
を入
れる、
それ

は
非
常に
重
要な
問
題で
す。
教える人
達の
レベ

- 30・

ル
が
大
事で 、
その
辺を詰
め
な
ければい
けない

し 、
それに
対
する予算
も必
要で
すね。
余
程国

家の
戦略と
して

考えない
とい
けない 。

今の
お話の
中で 、
も
うひとつ

付け加
え
ると 、

日
本の
こ
と
を
も
う
ちょっ
と
英語
で
表現
で
き

る
よ
うな

授業が
非
常に
大
事で
すね。
それは
ほ

と
ん
ど今ま
で
はやっ
てい
ない
んで
すね。
日
本



人
が日
本
を
ど
うい
う

風
に
表現
す
る
かっ
て
い

フの
は
非
常に
大
事だと
思い
ま
す。

さっ
き
国
語
力とい
う話
が
出
ま
した
けれ
ど、

たと
え
ば「ジェ
ス
チャ
｜」

とい
う

言葉をとっ

て
みて
も 、
今の
子ど
もは
「
身振
り手振
り」

い
う立
派
な
日
本語
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
ない
ん
じ

ゃ
ない
で
しょ
うか。
だ
から
逆に 、
国語
力を生

か
すため
に
も 、
「ジェ
ス
チャ
l」
とい
う
英語

と
と
もに 、
「身振
り手振
り」
もき
ちんと
教え

る
よ
うな
英語
教
育が
で
き
る
と
い
い
ん
で
すが

ね〔
今井久
夫】（元産経新聞論説委員）

先ほ
どの
結
論
部分で、
耳から
入
る
英語
は日

本人
は
弱い
とい
うご
指摘が
あ
りま
した
が 、
私

もそ
う思い
ま
す。
それから
もうひとつ、
シン

もの
は
それな
りにで

すね、
世
界に
お
ける日
本

人の
存
在
感と
い
う
もの
が
あ
る
ん
で
は
ない
で

しよ
うか。

日
本人は
しゃべら
ない
けれど
も 、
分から
な

い
んで
しゃべら
ない
んで
はな
くて、

分かっ
て

い
る
けれど
もしゃぺら
ない 。
そ
うい
う意味で、

一
種の
畏
敬の
念とい
う
もの
が
や
は
りあ
る
ん

じゃ
あ
りませ

んか。

東南アジ
アは、
そ
う言っ
て
は
申し訳ない
け

れど
も 、
東南アジ
アの
連中はで
すね、
軽
薄そ

の
もの
で
すよ 。
で
すから
ね、
あ
あい
う

連中の

勢い
に
押されるこ
と
な
く 、

幕末以
来百
年以
上

の
歴史の
ある 、
本当に日
本人と
しての

英語の

学
び
方とい
う
もの
が
今
問
わ
れ
て
い
るの
だ
と

思い
ま
すね。

ガ
ポ
lル

で
先生の
お出に
なっ
た
会
議で、
会
場

から
肝心
の
日
本人
から
の
発
言が
な
くて、ぺら

ぺ
ら
ひ
どい
英語
を
しゃべ
る
人
から
や
たら
質

問
して
くる
とい
う

傾
向
が
ある
とい
うこ
と
で

と

ご
ざい
ま
すよね。
全
く

想像に
難くない
んで
す

けれど、
ど
うで
しょ
う 、
明治 、
明治どこ
ろか、

幕
末
から
日
本人の
英語
勉強とい
う
もの
は
文

字で
すよ 。
で
すから
耳から
入
る
英語
はだめ
で

- 31・

あっ
た
か
もしれない
けれど
も 、
目
から
入っ
た

英語 、
こ
れはで
すね、
百
年から
の
歴
史で
もっ

て、
日
本人の
中に
染み
込んでい
ると
思
うんで

すね。ま
あT
O
E
F
Lの
0・
2
5
%
か‘ど
うか知
り

ませ
ん
けれど、
しゃべ
る
ほ
うは日

本人
はだめ

で
す
けれど、
目
から
入っ
た
英語の
知
識とい
う

〔
中
嶋〕
ご
指摘の
よ
うに
目
から
入
る
英語 、
こ

れの
重
要性 、
ま
さに
教
養教
育が
そ
うで
した
よ

ね。
昔の一
高の
英語
教
育は、
ま
さに
目
から
入

っ
た
英語で
した。
こ
れ
を否
定
するこ
と
はで
き

ませ
んが 、
に
もかかわら
ず 、
目
から
入っ
た
英

語
が
そこ
まで
で
きる
人
が 、
自
分の
意見を
言え

ないっ
てい
うん
じゃ
だめ
な
んで
す。
そこの
と

こ
で
すね。
それだ
けの
もの
を
持っ
てい
て、
た

- 32・

だ
黙っ
てい
ると日
本人
は
存
在
感がない 、
そこ

を 、ど
うい
う

風に
発
信
カ
をつ
けてい
くかで

す

ね
その
点から
言い
ま
すと、
私は
東
京
外大の
学

長をやっ
たと
きに 、一
番
時
間をか
けて
やっ
た

こ
と
は
大
学の
歴
史
全4
巻を
作っ
たこ
と
で
す。

東
京
外国
語
大
学は
明
治6
年に
出
来てい
な
が



ら、
火
災と
か
震災 、
戦
災で 、
大
学の
歴史がな

くなっ
て
しまっ
てい
た
んで
す。

い
ろい
ろ
調べ
て
みて、
明治6
年に
は
当
時の

南校から
出て
きた
独
逸学
教
場と
外務省の
語

学
所と 、
そして
開成学校の
語
学
部が一
緒にな

っ
て
東京
外国語
学校がで
きた 。
その
と
きには

藩士の
子息た
ちが
皆入っ
て
きて、
実
は
岡
倉天

心 、
そ
れ
から
新渡
戸稲造 、
内村鑑三 、
それ
か

ら
例の
柔
道の
嘉納治五
郎な
ど
もみん
な
同級

生
な
んです
ね。
や
が
て
新渡
戸稲
造が
東
京英語

学校
に
移っ
て、
それが
やがて一
高に
なっ
てい

くんで
すね。
天心
は
かな
り

外語
に残
りま
した 。

天心
が
外語
に入っ
たの
は
け
歳の
と
きで
す。

稲
造が入っ
たの
は
け
歳 。
み
んな
その
位で
す

ね。
当
時は
年齢
制限がな
かっ
た
んで
すね。
そ

青山
学
院の
初
等
部とい
うの
がご
ざい
ま
し

て
わた
しは
そこ
に
刊
年勤め
て
お
りま
した 。

た
だ
英語
は、
私
自
身は旧
制の
中
学で、
最
後は

軍隊
まで
行か
された
もの
で
すから、
もう全く

英語
はだめ
な
んで
す。

私
が
青山
学院
に
参
りま
したの
は
昭
和
幻
年 、

1
9
5
2
年で
すね。
戦後
すぐ
英語
教
育は
始め

て
お
りま
した 。
その
当
時は
ネイティ
ブが
ミッ

ショ
ナ
リ！と
して
お
りま
した

から、
ネイティ

プが5 、
6
年に
英語
を
教えて
お
りま
した 。

今

から
凶
年前に
リタ
イアい
た
しま
した
が 、
キム

が
お
りま
した
と
きは
ネイ
ティ
ブの
方
もおら

れ
る 、
それから
日
本の
方で
英語
を
教え
る人
も

い
ま
した 。

最
近 、
私は
初
等
部に
参
りま
して

ね、
いっ
た

れら
の
人
達が入っ
て、
新渡
戸稲造
もクラ
1ク

先
生
を
慕っ
て
札
幌
農学校に
行っ
て
から
は
み

んな
知っ
てい
る 。
その
前
史が
あ
りま
して、
そ

こ
で
かな
り

外国人に
英語
を
英語
で
学んでい

る 。
その
蓄積が
あっ
た
んで
すね。
それは
ある

意
味では
目
から
入っ
た
英語
か
もしれませ
ん

が 、
しか
し

外国人
から
英語
は
英語で
学んで
ま

すから、
そ
うい
うこと
を
考え
ま
すと 、
あの
時
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期の
人
達とい
うの
は、
今の
よ
うに
テレビ
だ
と

かビ
デ
オだ
と
かない
時代に
実に
よ
くやっ
た

と
思い
ま
すねえ 。
そこ
をな
んと
か
今の
若
者た

ちが 、
少な
くと
も自分た
ちの
意見を
き
ち
んと

した
英語で
書い
た
り話
した
りで
きる
よ
うに

させ
たい 。

〔

伊
藤
朗
】
（
元
青
山
学
院
初
等
部
長）

い
英語
教
育は
どの
よ
うに
されてい
るの
か
と

思っ
て
行っ
て、
今
度びっ
く
りして
帰っ
て
きた

んで
す。
とい
うの
は、
A7は教
育機器
を入
れて

い
る
わ
けで
すよ
ね。
だ
けと
ね、
こ
ちら
は
私
学

で
すから
で
きる
んで
すよ 。
文
部科
学省
が
おっ

しゃっ
てい
る
よ
うに

小
学校5
年生
から
や
る

とい
うの
は、
こ
れは
ね、
大
変なこ
とだ
な
あと

思い
ま
すよ 。
も
ちろん
賛成で
すよ 、
賛成で
す
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けれ
ど
も 、
ゃ
る
から
に
は
余程
腰を入
れて
やら

ない
と 。

それ
から
も
うひとつ
で
すね、
もっ
と
社会
教

育をや
るべ
きで
はない
かと
思い
ま
す。
なぜ
か

と
言い
ま
すと 、
い
ま
社
会
教
育に
携わっ
てい
ま

して、
ユ
l卜
レッ
ク（U
T
REK）とい
う団

体

とニ
十
年前から
関わっ
てい
る
んで
す。
今
度は、



2
00
人
近い
小
学生 、
中学生
がこの
夏アメ
リ

カに
行きま
す。
こ
れはアメ
リカの

政
府
直轄
青

少
年教
育
機
関で
あ
る
41
H
国
際
委員
会
と
い

7団
体で
して

ね、
そこと
交流を
してい
る
んで

す。
日
本の
文
部省に
話は
あっ
た
けれど
もお
受

けに
なら
な
かっ
たの
で、
私ど
ものユ
lトレッ

クに
その
話が
来た
んで
す。
それで
は
それで
や

ろ
うと
い
うこ
と
に
な
りまして
も
う

川
年に
な

りま
す。
9 
け
事
件が
あっ
たの
で
人
数は
減

りました
が、
そのこ
ろは3
00
人
くら
いの
子

ど
もた
ち 、
子ど
もた
ちといっ
て
も小
学生 、
中

学生 、
高校生 、
大
学生 、
全
部行っ
て
お
りま
し

た
私
も話
をしにい
き
ます。

ネム
が
つ
思
うこ
と
は、
文化の
遣い
で
すね。

だ
から
で
すね、
文化と
言うの
は生
活で
すから、

［
中鳴〕
貴重
なご
意見
あ
りがと
うご
ざい
まし

た
私
もニ
つの
論
点に
大
賛成で
す。

特に
社
会
教
育につい
て
は、
文
部科
学省は
ど

7
も自
分の
と
こ
ろで
作っ
て、
自
分の
とこ
ろで

免
許を
与えた
もの
しか 、

子ど
もは
英語
に
触れ

させ
ちゃ
い
けない
み
た
い
な
公
教
育に
対
する

過
信が
あ
りま

すよね。
とこ
ろが
先生の
と
こ
ろ

の
青山
は、
昔から
英語
教
育を
含め
て
初
等教
育

はユ
ニ
ークで

すし 、
そ
うい
う民
間部
門に
もう

ちょっ
と
教
育を任
せ
るっ
て
い
う
発
想
を
し
な

い
と、
だめ
で
すよね。
あ
りがと
うご
ざい
まし

－－。六h
是非活
か
したい
と
思い
ま
す。

〔佐々
木欽三｝（元NHKプロデュウサl）

素朴な
質
問な
んで
すが、
確
かに
今の
英語
教

生
活
は
そこ
で
言葉と
して

英語
を

使
うの
は当

た
り前で

す。
それで
私ど
もの
やっ
て
お
りま

す

の
は、
英語
教
育で
はない
んで
すね。
英語の
学

校
に
行
くん
じゃ
ない
んで
す。
そ
れぞれの
家庭

に入っ
てい
く 。
こ
れは
責任
を
持っ
て、
あ
ちら

で一
対一
で、
しか
も

複数で
行か
ない 、一
人の

子
ど
もがひとつ
の
家
庭に入
るの
で
す。
そこで

約一
月 、一
緒に
生
活し
ま
す。
それで
帰っ
て
く

- 35 ・

る
こ
うい
うこ
と
をやっ
てい
ます。

文
部科
学省
が
こ
れ
を
お
や
りに
な
るとい
う

の
は、
げ
年か
か
ると
思い
ます。
川
年かかっ

て
もで
きない
と
思い
ます、
た
ぶ
ん。
そ
れよ
り

も
文化から
入っ
てい
くとい
うの
は、
子ど
もた

ちと
して
は
非
常にい
い
んじゃ
ない
か
と
思い

ま
す。

育は1
0
0
年を
越え
る
実
績が
あ
る
んで
す
け

ど、
話せ
ない 、
聞けない 、
ヒア
リン
グで
きな

い 、
言
うべ
きこ
と
を
言え
ない
とい
う 、
非
常に

国
際
的
につ
い
てい
けない
状
態に
あ
るこ
と
は

真実で、
こ
れ
を
変え
な
ければ
なら
ない
こと
は、

よ
くわか
りま

す。
国語
も必
要だと
言う 、
こ
れ

も
絶対必
要で
す。

た
だ
な
ぜ
そ
うい
う
英語
教
育しか
しな
かっ
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たの
かとい
うこ
と
で
す。1
0
0
年も経っ
てい

る
んで
すね。
読み
書きだ
けで、
英・
数・
国

漢とい
わ
れて
すご
く重

要
視され
ながら、
ヒ
ア

リン
グ
もで
きない
と
か 、
しゃべ
れない
英語
教

育を
して
きたのかとい
うこ
と
を 、
そこの
総括

が
されてい
るの
か
と
疑問視
してい
ま
す。
そこ

が
ポ
イン
トで

あれば 、
英語
教
育を
するに
あた



っ
て 、
そこ
を
変え
るべ
きで、
小
学校から
や
れ

ば 、
そこ
が
解
決
するっ
てい
う
問
題で
はない
ん

じゃ
ない
かと
思うんで
す。
そこを変え
な
がら

小
学校から
も英語
をや
る、
そ
ちら
の
ほ
うの
問

題
提起が必
要で
はない
かと
思い
ま
す。一
説に

よ
ると 、
そ
うい
うと
こ
ろを教え
る
先生がい
な

い
ん
だとい
う話
も
聞くんで
すが
ね。
その
辺の

議論は
ある
んで
しょ
うか？

〔
中嶋】
我々
も英語
教
育指
導方法の
改
善に
関

する報告
をまとめ
たの
で
すが 、
それは
かな
り

A7言っ
た
よ
うな
こ
と
を
意
識
し
て
書い
た
つ
も

りで
す。
た
だご
指摘の
よ
うに 、
なぜ
そ
うなっ

た
の
かとい
う
よ
うな
学説
的な
と
こ
ろ
は
ま
だ

弱い
んで
すね。
小
学校は
別に
して 、
由1・官同・

大
と一
貫した
英語
教
育の
シ
ス
テム
が
必
要な

ない 。
文科省
は
本
気なの
で
しょ
うか。
変えつ

つ
あ
ること
が
皆に
分か
れば 、
その
上で
小
学校

での
英語
教
育の
話へ
と
進むの
で
しょ
うか。

｛
中嶋〕
それは
かな
り文科省
は
本
気で
や
りつ

つ
あるんで
す。
まだ
若
干僕から
見ると
腰の
引

けて
るとこ
ろが
あ
り 、
い
ろい
ろなこと
を
考慮

し
すぎてい
るとこ
ろは
あ
りま

す。

〔
笠

置
正
民
〕
（
脚
格
付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー
国
際
担
当）

笠置と
申しま
すが 、
日
本をべ
lス

に
した

格
付

け会社に
勤め
て
お
りま

す。
3
年前まで日
経に

お
りま
した。

お
話
を
伺っ
て
思っ
たの
は、
必
要に
迫ら
れ
る

とい
うこと
が 、
英語に
とっ
て
は
すご
く必

要か

な
とい
うこ
とで
す。
と
申しま
すの
は、
私はl

んで
すが 、
その
連
携も取れてい
ない
んで
すね。

中
学は
中
学 、
高校は
高校 、
大
学へ
は
受験 、
受

験で、
大
学の
受験のと
きで
終わ
りで

すから
ね。

後は
英
文
学
関係と
か、
東京
外大みたい
なとこ

ろ
に行か
な
い
限
り 、
ほと
んど
そこで
中断され

ちゃ
うんで

すね。
そ
うい
う
問
題が
あ
りま

す。

連続
性と一
貫
性とい
うこ
と
を
非
常に
強
調し

て
レ
ポ
ート

を
作っ
てい
ま
すの
で、
徐々
に実
践
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的
に
は
そっ
ちの
ほ
うに

行
く
んで
しょ
う
け
れ

ど 、
ご
指摘に
ある
よ
うなこと
を
各論
的に
追及

するの
は、
し
てい
ない
んで
すね。

〔
佐々
木〕
それ
を総括
するこ
と
が必
ずし
も必

要と
言うわ
けで
は
な
くて 、

現実に
それがい
ま

一
番欠
けてい
るの
で
あれ
ば 、
今の
英語
教
育を

直
ち
に
変え
るこ
と
を
ま
ず
考え
な
け
れ
ばなら

C
U
とい
う大
学を出
て
ま
して 、
日
本で
は一
番

恵ま
れた
英語
教
育を受
けた
と
思
うんで
すが 、

つ
い
最
近
まで
は
何か
英語
とい
う
もの
はい
い

加
減に
思っ
てい
た
んで
すね。

ご
承知の
よ
うに 、

格付
けの
業
界と
言うの
は、

ス
タン
ダ
ー
ド＆

プ
ア
lズ
とい
うの
が
世
界的

には
ジャ
イアン
トで、
日
本にはニ
社
あるんで

すけれど 、
そ
うい
う
もの
が
あるとい
うこ
と
を 、
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あま
り認知
すら
されてい
ない 。
米
系の
格
付
け

会社
も相
当攻
勢が
激しくてで
すね、
こ
れは
う

か
うか
してい
ると 、
やっ
ぱ
り
十
年後
うちの

会

社が
あるかど
うか
わ
から
ない 、
そ
うい
う環境

に
なっ
て
お
りま

す。
日
本にあっ
て
も
円債の
信

用
評価
につ
い
て
は一
番メ
ジャ
ーな

会
社
だと

い
うこ
とで、
勝
ち
抜い
てい
くため
に
は、
日
本



に
も
外資系の
証
券会
社た
く
さん
あ
りま
すし 、

やっ
ぱ
り海

外に
う
ちの
会
社
が
あ
るっ
て
こ
と

を
認
知
して
もら
わ
ない
と
生
き
残っ
て
い
けな

い
んで
すね。

そ
うい
うこと
で
先ほ
どの
お
話の
ように 、
セ

ミ
ナ
ーで

あ
ま
りい
い
加
減
な
こ
と
を
言っ
て
る

人
がい
る
よ
うで
あれば 、
こ
れは
止む
に
止まれ

ず手を
挙げて
質
問すると
かで
すね、
下
手な
英

語
で
すけれ
ど
も 、
そ
うい
うこと
を
やら
ざる
を

得ない
状況に
追い
込ま
れま
すし 、
い
ろい
ろ海

外で
も当
局に
認
定を
取
りたい
と
かい
うと、
必

死
にE
メ
ール

の
文
章を
作っ
て
お
りま

す 。
最近

で
すが 、
自
分で
言うの
も
変で
すけど
も 、
ゃっ

ぱ
り

言い
たい
こ
と
が
素直
に
書
け
る
よ
うに
な

っ
た
なと 、
“
歳で
大
学を出て
か
れこ
れ
刊
年

て
もやっ
ぱ
り苦労
します 。
九つ
まで
に 、
ヒ
ア

リン
グの
教
育を
受
けて
い
れ
ば
良かっ
た
な
あ

と
思い
ま
す 。
で
すから、
そこ
は
何か
やる必
要

が
あると
思い
ま
すが 、
やっ
ぱ
り日

本人の
トl

タ
ルの
英
語の
潜
在
能
力と
いっ
た
もの
を
生
か

してい
くこと
が 、
肝
要で
はない
かと
考えてい

ま
す 。

〔
松
平
恒
忠
〕
（
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
文
化
友
好
協
会）

松
平と
申しま
す 。
日
本フィ
ン
ラン
ド

文化友

好協
会とい
うの
を
やっ
て
おりま
して、
その
ほ

か
に北
村
さん
も役
員を
やっ
て
おら
れる、
英語

交
流
連盟と
い
う
英
語
を広
げ
る
ボラ
ン
ティ
ア

運
動をやっ
て
お
りま
す 。

フィ
ン
ラ
ン
ドの
こ
と
につ
い
て
ふりょっ
と
・申

し
よ
げたい
んで
すが 、
フィ
ン
ラン
ドとい
う国

近
くな
りま
すが 、
よ
うや
く出
来て
きたなと。

そ
れ
は
何だ
ろ
う 、

今まで
も英語

使
う

機会い
ろ

い
ろ
あっ
た
んで
すが 、
やっ
ぱ
げ生

存を
脅かさ

れるとい
う 、
ちょっ
と
オ
ーバ
ーな

んで
すけれ

とー

そうい
う

状況に
な
ればで
きる
んで
すね。

さっ
きの
お
話
で
言え
ば 、
ほと
んど無駄
な
英

語
教
育とい
う

風
に
おっ
しゃっ

て
ま
した
けれ

ど、
こ
れ
から
中国
も台
頭
して
きま
すの
で、
う
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か
うか
してい
ると、
日
本が
経済大
国だとい
う

時代で
はな
くなっ

て
来ま
す 。
やっ
ぱ
り多くの

分野で、
止むに止
ま
れ
ず英語
は
使わ
れ
る
局面

が出て
くるの

で
はない
かと
思い
ます 。
そ
うい

フ意
味で
は
も
ちろん
教
育は
大
事で
すし 、
お話

の
中で
やっ
ぱ
り一
番そ
うだ
なと
思
うの
は、
私

の
中で
はヒ
ヤ
リン
グな
んで
す 。
どこ
までいっ

は
非
常に
国
際的に
も評
判に
なっ
て
きてい
て、

国
際競
争力が
高い
固な
んで
す 。
最近発
表され

てい
ま
すが 、
何年
も続
けて
教
育がNoー
な
ん

で
すね。

そ
れで
英語
連盟にフィ
ン
ラン
ド大

使
館の

参
事
官
を
呼んで
来て
レ
ク
チャ
ー
を
して
もら

っ
た
んで
すが 、
びっ
く
り致
しま
したの
は、
フ

ィ
ン
ラン
ドで

は
小
学校
1

年生の
と
き
から
フ
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ィ
ン
ラン
ド語と、
それから
スェ
lデン

語とい

うの
を
全
員にマ
ス
ト（必

須）で
教
え
る
ん
で
す

ね。
スェ
l

デン
語と
フィ
ン
ラン
ド語とい
うの

は、
講
師に
言わ
せ
ま
すと、
日
本語と
英語
くら

い
ぜ
んぜ
ん
遣
う 。
それ
を 、
つ
ま
り7
0
0
年
間

くら
い
フィ
ン
ラン
ドはスェ
l

デン
の
属
国だ

っ
た
わ
けで
すから、
い
ろんな
文化
が
あっ
て、



全
体
の

イ
ン
フ
ラ
が
ス
ェ

l
デ
ン
語
が
な
い
と
上

手
く
い
か
な
い
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
の
と
き
か
ら

つ
や
る

。

な
お
か
つ
小
学
校
3
年
生
か
ら
第
3
外
国

語
を
選
択
で
教
え
る
。

そ
の

第
3
外
国
語
は

、

最
近

で
は
ほ
と
ん
ど
が
英
語
だ
と
い
う
わ
け
で
す

。

し
た
が
っ

て
彼
女
は

、

子
ど
も
っ

て
い

う
の
は、

パ

イ
リ
ン
ガ
ル
の
能
力
を
完
全
に
持
っ

て
い
る
と

一＝ロ
い
ま
す 。

で
、

自
国
語
と
い

う
の
は
文
化
そ
の

も

の
で
す
か
ら
、

外
国
語
で
は
な
い

、

国
語
っ

て
い
う

の
は
自
分
自
身
で
す
ね

。

そ
の
他
の

外
国
語
は、

つ

教
え
た
っ

て

絶
対
に
大
丈
夫
で

す
よ
と
も
申
し

ま
す

。

日
本
人
の
皆
さ
ん
が
非
常
に
英
語
の
こ
と
を

議
論
な
さ
っ

て
い
ま
す
け
ど
、

や
っ

て
ご
ら
ん
な
さ

\ \ 
、

大
丈
夫
で
す
よ
っ

て
言
う
ん
で
す

。

で
、

そ
れ
に
は
前
提
が
あ
り
ま
し
て

、

先
生
の
質

の

導
入
の
仕
方
が
問
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す 。

今
井
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ

た
よ
う
に

、
「
沈
黙
は
金

JU
HI」

と
か

、

「
葉
隠
れ
武
士
」

と
か

、

日
本
武
士

道
の

精
神
の

中
に

、

「
男
は
黙
っ

て
勝
負
す
る
」

美

意
識
が
ご
ざ
い
ま
す 。

日
本
精
神
の
旺
盛
な
人
ほ
ど

そ
の
傾
向
が
強
い
よ
う
て
す

。

そ
の
上

、

文
化
人
類

学
者
の
ル
｜

ス
・

ペ

ネ
デ
ィ

ク
ト

に
よ
れ
ば

、

日
本

人
は
「

恥
の

文
化
」

の
型
に
入

り
ま
す
か
ら

、

ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト

で
も 、

作
家
で
も
学
者
で
も 、

き
ち
ん

と
論
説
で
も
論
文
で
も 、

あ
る
い
は
豊
か
な
日

本
語

を
駆
使
し
て
小
説
な
ど
を
書
く

方
は

、

お
お
む
ね
無

ロ
で
静
か
で

、

そ
れ
で
い
て
信
念
を
も
っ

て
い
る
人

が

多
く 、

公
衆
の
面
前
で
発
言
す
る
こ
と
を

嫌
い
ま

す 。

そ
ん
な
方
か
ら
み
れ
ば
英
語
で
ぺ

ら
ぺ

ら
と
話

す
こ
と
が
出
来
る
人
ほ
ど
、

軽
薄
に
見
ら
れ
が
ち
で

な
ん
で
す
ね

。

彼
女
も
言
っ

て
お
り
ま
し
た
が

、

フ

ィ
ン
ラ
ン
ド

は
教
育
で
N
o
ー
だ
と
い

う
の
は、
教

師
は
少
な
く
と
も
全
員
修
士

、

そ
れ
で
非
常
に
高
〈

社
会
的
に
遇
さ
れ
て
お
り
ま
し
て

、

尊
敬
も
さ
れ
て

お

り
ま
す 。

や
る
気
も
う
ん
と
あ
っ

て 、

言
う
な
れ

ば
理
想
的
な
先
生
ば
っ

か
り
だ
と
い
う
こ
と
な
ん

で
す

。

そ
う
い
う

環
境
の

中
で
や
れ
ば

、

子
ど
も
に

外
国
語
を
教
え
る
こ
と
は
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と

. 41・

で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す

。
こ
う
い

う
例
が
あ
る

\ \ 

こ
と
を 、
こ
こ
で
申
し

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 。

〔
中
嶋｝

大
変
参
考
に
な
り
ま
す

。

〔
浅
沼（
小
谷）〕

皆
様
か
ら
の

貴
重
な
ご
意
見
を
感

慨
深
く
お
聞
き
い
た
し
ま
し
た
が 、

伊
藤
朗
先
生
が

ご
指
摘
な
さ
っ

た
「
日
本
文
化
の
型
」

へ
の

、
持
央
語

す
。

日
本
語
は
仏
教

、
儒
教
の

漢
文
か
ら
学
問
を
学
び

ま
し
た
の
で

、
江
戸
時
代
で
は
論
語
な
ど
四

書
五
経

が
武
士
の

子
弟
の
必

須
の

学
問
で
し
た

。

同
時
に

「
門
前
の
小
僧 、

習
わ
ず
と
も
経
を
読
む
」

と
、

寺

子
屋
で
は
「
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
」

も
さ
か
ん
で
し

た
明
治
時
代
の

文
明
開
化
の
時
代
に
な
り
ま
す
と

、

. 42 ・

欧
米
人
が
話
す
言
葉
と
一

緒
に 、

キ
リ
ス
ト

教
文
化

や
西

洋
音
楽
が
入
っ

て
き
ま
し
た

。
「
目
か
ら
入
る

文
化
」

と
「
耳
か
ら
入
る
文
化
」

が
時
代
潮
流
と
と

も
に
重
層
に
交
差
し
て
お
り
ま
す 。

森
鴎
外
や
夏
目

激
石
の

時
代
は

、

ド
イ
ツ
語
や
英
語
は

、

大
学
で
お

雇
い
の

外
人
教
師
や
教
会
の
牧
師
夫
妻
か
ら
直
接

習
い
ま
し
た

。
森
鴎
外
は
官
費
で
ド
イ
ツ
に
留
学
し



ま
し
た
と
き 、

日
本
で
習
っ

た
ド
イ
ツ
語
が
果
た
し

て
、

ド
イ
ツ
で
通
用
す
る
か
と
う
か
非
常
に
心

配
し

た
そ
う
で
す
が

、

ド
イ
ツ
駐
在
の

青
木
大
使
よ
り
ド

イ
ツ
語
が
う
ま
く
て

、

大
使
が
日
本
文
化
に
つ
い
て

話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は

、

鴎
外
が
い
つ
も

替
わ
っ

て
ス
ピ
ー

チ
を
し
た
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
ご
ざ
い
ま
す 。

夏
目
激
石
に
し
て
も 、

文
部
省
か
ら
イ
ギ
リ
ス
留

学
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き

、

旧
制
高
等
学
校
の
英
語
の

教
師
を
し
て
い
ま
し
た
が

、

彼
は
イ
ギ
リ
ス
に
行
っ

て
、

自
分
の

意
見
を
自
由
に
話
す
こ
と
が
出
来
る
か

と
、

非
常
に
心
配
し
ま
し
て

、

オ
ッ

ク
ス
フ
ォ

ー
ド

大
学
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
で
学
位
を
と
る
こ
と

は
や
め
て

、

プ
ラ
イ
ベ

ー
ト

な
チ
ユ

｜
グ
｜

の
教
師

に
つ

き
ま
し
て

、

興
味
の

湧
く

文
学
者
の

本
を
買
っ

と
い
わ
れ
る
こ
の
時
代

。

日
本
は
国
家
戦
略
と
し
て

、

い
ま
や
世
界
語
と
な
っ

た
英
語
を
駆
使
し
て
活
躍

で
き
る
国
際
人
を
作
る
た
め
に

、

中
嶋
先
生
が
設
立

な
さ
っ

た
国
際
教
養
大
学
は

、

低
迷
す
る
日

本
の
大

学
の

国
際
水
準
を
高
め
る
突
破
口
と
な
る
で
し
ょ

7
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

。
（
了
）

て
徹
底
的
に
勉
強
す
る
の
で
す 。
彼
の
下
宿
の

部
屋

は
積
み
上
げ
た
書
籍
で
埋
ま
っ

て
い
て 、

引
越
し
も

出
来
な
か
っ

た
そ
う
で
す

。
激
石
は
う
っ
状
態
に
な

っ

て
「
激
石

狂
へ

り」

と
文
部
省
に
電
報
が
打
た

れ
た
ほ
ど
で
す

。

鴎
外
も
激
石
も
日
本
に
帰
国
し
て

か、
句 、

留
学
体
験
か
ら
学
ん
だ
思
想
を
駆
使
し
て

、

明
治
時
代
を

代
表
す
る
す
ば
ら
し
い

文
学
者
に
な

り
ま
し
た

。

昭
和
の

げ

年
戦
争
の

時
代
は

、

- 43 ・

欧
米

の
敵
国
語
を
徹
底
的
に
排
除
す
る
捜
夷
時
代
で
し

た
。

そ
し
て
迎
え
た
敗
戦

。

英
語
や
ア
メ
リ
カ
語
に

対
し
て
は、

愛
憎
か
ら
む
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
が
あ
り

ま
し
た
の
で

、
日
本
人
の

英
語
で
の
会
話
能
力
は
世

界
で
も

低
い
水
準
で
す

。

引

世
紀
の
｜
T
に
よ
る

高
度
情
報
化
に
よ
っ

て
、

人
間
も
学
問
も
経
済
も 、

国
境
や
民
族
を
越
え
て
交
流
す
る

、

第
三
の
国
際
化

- 44 ・
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という幻想』司れ世紀の大学』な

責任で整理したものです 。）

経
営
国
際
化
と 。ハ
フ

ォ

ー
マ
ン
ス
の
関
係
性

第
二
次
世
界
大
戦
後 、

数
多
く
の
国
際
経
営
管
理

に

関
す
る
貴
重
な
理
論 、

モ
一
ア
ル

、

仮
説
が
誕
生
し

た
。

プ
ロ

ダ
ク
ト
・

ラ
イ
フ
・

サ
イ
ク
ル
や
内
部
化

の
理
論 、

グ
ロ

ー
バ
ル
で
統
合
さ
れ
た
三
次
元
ネ
ッ

卜
ワ
ー

ク
組
織
モ
デ
ル

、

国
の
競
争
モ
デ
ル

、

そ
し

て
エ

ク
レ

テ
ィ
ッ

ク
仮
説
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が

．
、．
。

手hd9
1LW

い

ず
れ
も
大
変
有
益
で
あ
り 、

企
業
が
国
境

、、EE－－d
 
林

成

規

慶鹿義塾大学名誉教授

多国籍企業研究会名誉会長

を
越
え
グ
ロ

ー
バ

ル
な
経
営
を
展
開
す
る
の
に
役

・ 46 -

立
っ

て
き
た

。

し
か
し
、

そ
こ
で
は

、

つ
の
重
要
な
問
題
が

完
全
に
は
解
明
さ
れ
ず
残
さ
れ
て
い
た

。

そ
れ
は

、

国
際
化
の

進

捗

度
と

経
営
の
パ

フ
ォ

ー
マ
ン
ス

（
及
び
成
果
）

と
の

関
係
性
の
モ
デ
ル
の
構

築
で

あ
る
。

確
か
に

、

こ
れ
ま
で
の
理
論
や
モ
デ
ル
は、
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